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昭
和

女
子
大

学
 
人

間
社

会
学

部
 
心
理
学

科
 

 

２
０

２
４
年

度
 
総
合

型
選

抜
入

学
試
験
 

 
１

次
選

考
 

「
適

性
テ
ス

ト
」
 

問
題

用
紙

 
（

１
／
１

）
 

  

総
務
省
は

20
23

年
2
月
に
、

SN
S
等
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
サ
ー
ビ
ス
の
特
性
に
関
す
る
消
費
者
の
理
解
度
等
の
実
態
を
把
握
す
る
た
め
、
日
本
、

米
国
、
ド
イ
ツ
及
び
中
国
の
消
費
者
を
対
象
に
、
年
齢
別
（

20
、

30
、

40
、

50
、

60
代
以
上
）
、
性
別
（
男
女
）
の
条
件
を
そ
ろ
え
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
各
国

1,
00

0
件
、

4
か
国
計

4,
00

0
件
の
回
答
を
得
た
。

 

下
図
は
そ
の
結
果
の
一
部
で
あ
り
、『

SN
S

等
で
は
、
自
分
に
近
い
意
見
や
、
考
え
方
に
近
い
情
報
が
表
示
さ
れ
や
す
い
こ
と
』
を
認
識
し
て
い
る
か

に
つ
い
て
の
回
答
を
集
計
し
た
も
の
で
あ
る
。
左
図
は
国
別
及
び
全
体
で
の
回
答
分
布
を
、
右
図
は
日
本
に
お
け
る
年
齢
層
別
の
回
答
分
布
を
示
し
て
い

る
。

 

こ
の
２
つ
の
図
を
よ
く
吟
味
し
た
上
で
、
次
の
問
１
、
問
２
に
解
答
し
な
さ
い
。

 

 問
１
 
こ
の
２
つ
の
図
か
ら
は
『

SN
S
等
で
は
、
自
分
に
近
い
意
見
や
、
考
え
方
に
近
い
情
報
が
表
示
さ
れ
や
す
い
こ
と
』
へ
の
認
識
に
関
す
る
、
日
本

を
含
め
た
各
国
間
の
差
異
、
及
び
日
本
に
お
け
る
年
齢
層
間
の
差
異
に
関
す
る
特
徴
が
読
み
取
れ
る
。
こ
の

2
点
に
関
す
る
特
徴
が
そ
れ
ぞ
れ
具

体
的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
、

2
点
あ
わ
せ
て

40
0
字
以
内
で
説
明
し
な
さ
い
。

 

問
２
 
問
１
で
見
出
し
た
特
徴
が
ど
の
よ
う
な
原
因
や
理
由
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
、
あ
な
た
の
見
解
を

40
0
字
以
内
で
論
述
し
な

さ
い
。

 

  

図
 

SN
S
等

で
自
分

の
考
え

方
に

近
い

意
見
や

情
報
が
表

示
さ

れ
や

す
い
こ

と
に
対
す

る
認

識
の

有
無
（

国
別
、
日

本
・

年
代

別
）

  

             

 
 
 
 
＜
国
別
＞
＜
日
本
・
年
代
別
＞
の
各
図
は
、
左
か
ら
「
よ
く
知
っ
て
い
る
」
→
「
よ
く
知
ら
な
い
」
の
順
で

5
分
布
と
な
っ
て
い
る
。

 

（
総
務
省
「
令
和

5
年
版
情
報
通
信
白
書
」

p.
34

,p
.3

6
よ
り
作
成
、
一
部
改
変
）

 

 

 

昭
和

女
子
大

学
 
食

健
康

科
学

部
 
管
理

栄
養
学

科
 

 

２
０

２
４
年

度
 
総
合

型
選

抜
入

学
試
験
 

１
次

選
考
 

氏 名
 

 

「
適

性
テ
ス

ト
」
 
問

題
用

紙
（

１
／
３
）

 

受 験 番 号
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

採
 
点

 

 第
１
問

 
 必
要
で
あ
れ
ば
以
下
の
数
値
を
用
い
な
さ
い
。

 
原
子
量
は

H
:1

.0
0,

 C
:1

2.
0,

 N
:1

4.
0,

 O
:1

6.
0,

 Z
n:

65
.4

と
す
る
。

 
ま
た
、
気
体
の
モ
ル
体
積
は
標
準
状
態
（

0℃
, 1

.0
13

×
10

5
 
P
a
）
で

22
.4

 L
/m

ol
と
す
る
。

 
 問

1 
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
と
黒
鉛
は
互
い
に
同
素
体
だ
が
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
は
非
常
に
硬
く
電
気
を
導
か
な
い
の
に
対
し
、
黒
鉛
は
剥
が
れ
や
す
く
電
気
を
導

く
。
そ
の
理
由
を
述
べ
な
さ
い
。

 
 問

2 
次
の
物
質
が
水
に
溶
け
て
イ
オ
ン
に
な
る
反
応
を
化
学
反
応
式
で
書
き
な
さ
い
。

 
（

1）
 
二
酸
化
炭
素

 
（

2）
 
ア
ン
モ
ニ
ア

 
 問

3 
ド
ラ
イ
ア
イ
ス
は
固
体
で
あ
る
。
ド
ラ
イ
ア
イ
ス
を
室
内
で
放
置
し
た
と
こ
ろ
、
固
体
か
ら
直
接
気
体
に
変
化
し
た
。

 
（

1）
下
線
部
の
変
化
を
何
と
い
う
か
答
え
な
さ
い
。

 
（

2）
こ
の
気
体
は
何
か
答
え
な
さ
い
。

 
（

3）
3
3
 
g
の
ド
ラ
イ
ア
イ
ス
が
す
べ
て
気
体
に
変
化
す
る
と
、
標
準
状
態
で
何
リ
ッ
ト
ル
に
な
る
か
答
え
な
さ
い
。
計
算
式
も
書
き
な
さ
い
。

 
 問

4 
希
塩
酸

10
0 

m
L
に
亜
鉛

13
0.

8 
m

g
を
加
え
た
と
こ
ろ
、
気
体
を
発
生
し
て
す
べ
て
の
亜
鉛
が
溶
け
た
。
反
応
後
の
液
体
に
メ
チ
ル
オ
レ
ン
ジ
を
加

え
た
と
こ
ろ
赤
色
で
あ
っ
た
。

 
（

1）
こ
の
気
体
は
何
か
答
え
な
さ
い
。

 
（

2）
何

m
g
の
気
体
が
発
生
し
た
か
答
え
な
さ
い
。
計
算
式
も
書
き
な
さ
い
。

 
（

3）
亜
鉛
の
量
だ
け
を
変
え
て
同
じ
実
験
を
し
、
メ
チ
ル
オ
レ
ン
ジ
を
滴
下
し
た
と
こ
ろ
黄
色
に
な
っ
た
。

 
 

(a
) 
亜
鉛
の
量
を
ど
の
よ
う
に
変
化
さ
せ
た
か
答
え
な
さ
い
。

 
 

(b
) 
発
生
し
た
気
体
の
量
は
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
か
答
え
な
さ
い
。

 
                                       

人
間
社
会
学
部
　
心
理
学
科
　
適
性
テ
ス
ト
　
60
分

食
健
康
科
学
部
　
管
理
栄
養
学
科
　
適
性
テ
ス
ト
　
60
分
�

❶

総合型選抜入学試験（１次）

総
合
型
選
抜
入
学
試
験（
１
次
）
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 第
２

問
 

文
章

を
読

ん
で

あ
と

の
問
い

に
答

え
な

さ
い

。
解

答
は
そ

れ
ぞ

れ
の

解
答

欄
に

記
入
し

な
さ

い
。
た
だ

し
計

算
の
答

え
は

四
捨

五
入

し
、
小
数

点
以

下
第

1
位
ま

で
と

す
る
。

 
 

ヒ
ト

の
体

の
構

成
成

分
は

、
水

分
が
約

 
ア

 
%
、
タ

ン
パ

ク
質
が

約
 

イ
 

%
、
残
り

の
約

 
ウ

 
%
が

脂
質

、
炭

水
化

物
、
核

酸
、
無

機
物

な
ど

で

構
成

さ
れ

て
い

る
。

タ
ン

パ
ク

質
の

種
類

は
非

常
に

多
く

、
ヒ

ト
で

は
 

エ
 

種
類

あ
る

と
い

わ
れ

て
お

り
、

そ
れ

ぞ
れ

が
特

定
の

は
た

ら
き

を
も

つ
。

 

（
a）

赤
血
球

に
含

ま
れ

、
酸
素

を
運
搬

す
る

は
た

ら
き

を
も

つ
タ
ン

パ
ク

質
や

、（
b）

血
し

ょ
う
中

に
最

も
多

く
含

ま
れ

、
水
分

を
保

持
し

調
節

し
た

り
、

ホ
ル

モ
ン

な
ど

の
物

質
を

結
合

し
て

運
搬
す

る
タ

ン
パ

ク
質

な
ど

が
あ
る

。
ヒ

ト
は

（
c）

多
細

胞
生
物

で
あ

り
、

同
じ

よ
う

な
形
や

は
た

ら
き

を
も

つ
細

胞
が

集
ま

っ
て

組
織

を
形

成
し

、
さ
ら

に
い

く
つ

か
の

組
織

が
集
ま

っ
て

器
官

を
つ

く
り

個
体
と

な
る

。
 

 問
1 

文
中

の
 

ア
 

～
 

エ
 

に
あ
て

は
ま

る
数

字
と

し
て

最
も
適

当
な

も
の

を
①

～
⑩

か
ら

1
つ

ず
つ

選
び

、
番

号
を

記
入

し
な

さ
い

。
同

じ
番

号
を

何
度

選
ん

で
も

よ
い

。
 

  ①
 1

  
  
②

 5
  

  
③

 1
5~

20
  

 ④
 5

0 
  

 ⑤
 6

5~
70

  
⑥

 8
0 

  
 ⑦

 1
00

  
  

⑧
 1

 ,0
00

  
  
⑨

 1
0,

00
0 

  
 ⑩

 1
00

,0
00

 
 

 問
2 

下
線
部

（
a）

に
関
す
る

次
の
問

い
に

答
え

な
さ

い
。

 
（

1）
こ

の
タ

ン
パ

ク
質

の
名
称

を
答
え

な
さ

い
。

 
 （

2）
図

1
は
下

線
部

（
a）

の
酸

素
解

離
曲

線
で

あ
り

、
組

織
で
の

酸
素

濃
度

は
相

対
値

30
、

二
酸

化
炭

素
濃

度
は
相

対
値

60
で
あ

る
。

肺
胞
で

の
酸

素
濃

度
は

相
対
値

10
0、

二
酸

化
炭
素

濃
度
は
相

対
値

40
で

あ
る
。

 
 

 
 

  
A
は

二
酸

化
炭

素
濃

度
が
低

い
と
き

、
 

 
B
は

二
酸

化
炭

素
濃

度
が
高

い
と
き

 
 

の
酸
素

解
離

曲
線

で
あ
る
。

 
          

 
 

 
図

1 
酸

素
解

離
曲

線
 

 以
下
の

1）
～

5）
の
問

い
に
答

え
な
さ

い
。

 
1）

組
織

で
は

、
全

て
の
下
線
部

（
a）

の
う

ち
何

%
が
酸

素
を

放
出
し

た
か

を
計

算
式

と
と

も
に
答

え
な

さ
い

。
 

 2）
組

織
で

は
、

酸
素

結
合

型
の

下
線

部
（

a）
の

う
ち

何
%
が

酸
素

を
放

出
し

た
か

を
計

算
式

と
と

も
に

答
え

な
さ

い
。
（

た
だ

し
、

肺
胞

か
ら

組
織

に

運
ば

れ
る

途
中

で
は

酸
素

を
放

出
し
な

い
も

の
と

す
る

。）
 

 3）
血
液

50
m

L
中

に
下

線
部
（

a）
が

10
g
存

在
し
、

1g
の

下
線

部
（

a）
は

酸
素

結
合

型
の
下

線
部
（

a）
が

10
0%

の
と
き

に
1.

5m
L
の
酸

素
と
結

合
し

て
い

る
も

の
と

仮
定

し
た

場
合
、
循

環
し

て
い

る
10

0m
L
の
血

液
が

組
織

へ
供

給
す

る
酸
素

の
量

は
何

m
L
に
な

る
か
を

計
算

式
と

と
も

に
答

え
な

さ
い

。
 

 4）
一
酸

化
炭

素
濃

度
が

一
定
以

上
の
空

間
で

は
、

ヒ
ト

は
死

亡
す
る

こ
と

が
あ

る
。

こ
の

理
由
は

な
ぜ

か
答

え
な

さ
い

。
 

 5）
あ
る

タ
ン

パ
ク

質
を

構
成
す

る
ア
ミ

ノ
酸

が
24

0
個
で
あ

っ
た
場

合
、

こ
の

タ
ン

パ
ク

質
の
も

と
と

な
る

D
N

A
の

塩
基
対

数
は

い
く

つ
か

答
え

な

さ
い

。
た

だ
し

、
全

て
の

D
N

A
の
塩

基
配

列
が

転
写

さ
れ

、
m

RN
A
に
な

る
と

仮
定
す

る
。

 
 問

3 
不

要
と

な
っ

た
下

線
部
（

a）
が

分
解

さ
れ
た
あ

と
、
胆

汁
中
に

含
ま
れ
る

何
と

よ
ば

れ
る
物
質
が

で
き
る
か

答
え

な
さ
い

。
 

問
4 

下
線
部

（
b）

は
何
か
答

え
な
さ

い
。

ま
た

こ
の

タ
ン

パ
ク
質

が
作

ら
れ

る
器

官
の

名
称
を

答
え

な
さ

い
。

 
問

5 
下

線
部

（
c）

に
関

す
る

次
の
問

い
に

答
え

な
さ

い
。

 
（

1）
多

細
胞
生

物
で

あ
る

ヒ
ト

の
体
に

は
さ

ま
ざ

ま
な
細
胞

が
あ
る

。
ヒ

ト
の

受
精
卵
が

分
裂
し

て
で

き
た

細
胞
が
特

定
の
形

や
は

た
ら

き
を
も
っ

た
細

胞
へ

と
変

化
す

る
こ

と
を

何
と

い
う
か

答
え

な
さ

い
。

 
 （

2）
（

1）
し
た

後
の

細
胞

で
は

そ
の
細

胞
に

だ
け

必
要

な
特

定
の
遺

伝
子

が
発

現
し

て
い

る
。
解

答
欄

に
示

す
各

細
胞

と
発
現

す
る

遺
伝

子
が

適
切

な
組

み
合

わ
せ

と
な

る
よ

う
に

語
群

か
ら
番

号
を

選
び

、
答

え
な

さ
い
。

 
【

語
群
】

 
 ①

 イ
ン

ス
リ

ン
 

②
 ク

リ
ス

タ
リ
ン
 
③

 グ
ロ
ブ

リ
ン
 
④

 コ
ラ
ー

ゲ
ン
 
⑤

 ト
ロ

ン
ビ
ン

 
⑥

 ミ
オ
シ

ン
 

 

昭
和

女
子
大

学
 
食

健
康

科
学

部
 
管
理

栄
養
学

科
 

 
 

２
０

２
４
年

度
 
総
合

型
選

抜
入

学
試
験
 

１
次

選
考
 

氏 名
 

 

「
適

性
テ
ス

ト
」
 
問

題
用

紙
（

２
／
３
）

 

受 験 番 号
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

採
 
点

 

昭
和

女
子
大

学
 
食

健
康

科
学

部
 
管
理
栄

養
学

科
 

 
 

２
０

２
４
年

度
 
総
合

型
選

抜
入

学
試
験
 

１
次

選
考
 

氏 名
 

 

「
適

性
テ
ス

ト
」
 
問

題
用

紙
（

３
／
３
）

 

受 験 番 号
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

採
 
点

 

  第
３
問
 
食
、
健
康
、
栄
養
に

関
す
る
以
下
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

 
  問

1 
食
料
自
給
率
に
関
す
る
問
題
で
す
。

 
①
と
②
に
当
て
は
ま
る
数
値
を
下
記
の
選
択
肢
ア
～
オ
か
ら
選
び
、
そ
の
記
号
を
解
答
欄
に
記
入
し
な
さ
い
。

 
 

 
20

22
年
度
の
日
本
の
食
料
自
給
率
は
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
で
［
①
］

%
、
生
産
額
ベ
ー
ス
で

58
%
と
な
っ
て
い
る
。

 
農
林
水
産
省
は

20
30

年
ま
で
に
カ
ロ
リ
ー

ベ
ー
ス
で
［
②
］

%
の
自
給
率
に
す
る
目
標
を
示
し
て
い
る
。

 
 
 

 ア
 
 
 

35
 

イ
 
 
 

38
 

ウ
 
 
 

  
45

 
エ
 
 
 

  
48

 
オ
 
 
 

  
60

 
 

 
 問

2 
食
品
ロ
ス
に
関
す
る
問
題
で
す
。

 
③
～
⑩
に
当
て
は
ま
る
語
句
と
数
値
を
下
記
の
選
択
肢

A～
J
か
ら
選
び
、
そ
の
記
号
を
解
答
欄
に
記
入
し
な
さ
い
。

 
選
択
肢
は
複
数
回
使
用
可
能
で
す
。

 
 

20
21

年
度
の
日
本
の
食
品
ロ
ス
総
量
は
［
③
］
万
ト
ン
で
、
こ
れ
は
、
国
民
一
人
当
た
り
が
毎
日
約
［
④
］

g
の
食
品
を
廃
棄
し
て
い
る
量
に
相

当
す
る
。
そ
の
う
ち
事
業
系
が
［
⑤
］
万
ト
ン
、
家
庭
系
が
［
⑥
］
万
ト
ン
で
あ
っ
た
。
前
年
度
と
の
比
較
に
お

い
て
、
事
業
系
は
［

⑦
］、

家
庭

系
は

［
⑧
］
し
て

お
り
、
総
量
と

し
て
は
［
⑨

］
し
て
い
る
。

農
林
水
産
省

は
、
「
食

品
循
環

資
源
の
再
生

利
用
等
の
促
進

に
関
す
る
法

律
」
（

食

品
リ
サ
イ

ク
ル
法
）
の
基
本
方
針
に
お
い
て
、
食
品
関
連
事
業
者
か
ら
発
生
す
る
事
業
系
食
品
ロ
ス
を

20
00

年
度
の
［
⑩
］
万
ト
ン
を
基
準
と
し

て
、

20
30

年
度
ま
で
に
半
減
さ
せ
る
目
標
を
設
定
し
て
い
る
。

 
 

A
 
 
 
減
少

 
B
 
 
 
増
加

 
C
 
 
 

 1
14

 
D
 
 
 

13
2 

E
  

  
 2

44
 

F 
 
 

27
1 

G
 
 
 

27
9 

H
 
 

  
51

7 
I 

 
 

 5
23

 
J 

  
  

54
7 

   問
3 

食
品
の
機
能
性
に
関
す
る
問
題
で
す
。

 
 
 
 
下
記
の

(1
)～

(3
)の

定
義
が
示
す
用
語
を
、
そ
れ
ぞ
れ
答
え
な
さ
い
。

 
 

 
 

(1
) 

腸
内
フ
ロ
ー
ラ
の
バ
ラ
ン
ス
を
改
善
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
宿
主
の
健
康
に
好
影
響
を
与
え
る
生
き
た
微
生
物
の
こ
と
。

 
  

(2
) 

大
腸
内
の
特
定
の
細
菌
を
増
殖
お
よ
び
活
性
を
選
択
的
に
変
化
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
宿
主
に
有
利
な
影
響
を
与
え
、

 
宿
主
の
健
康
を
改
善
す
る
難
消
化
性
食
品
成
分
の
こ
と
。

 
 

(3
) 

(1
)と

(2
)を

組
み
合
わ
せ
て
、
双
方
の
機
能
が
よ
り
効
果
的
に
宿
主
の
健
康
に
有
利
に
働
く
こ
と
を
目
指
し
た
概
念
。

 
 

  

食
健
康
科
学
部
　
管
理
栄
養
学
科
　
適
性
テ
ス
ト
　
60
分
�

❸
食
健
康
科
学
部
　
管
理
栄
養
学
科
　
適
性
テ
ス
ト
　
60
分
�

❷

総合型選抜入学試験（１次）

80



昭
和

女
子
大

学
 
食

健
康

科
学

部
 
健
康

デ
ザ
イ

ン
学

科
 

 

２
０

２
４
年

度
 
総
合

型
選

抜
入

学
試
験
 

１
次

選
考
 

氏 名
 

 

「
適

性
テ
ス

ト
」
 
問

題
用

紙
（

１
／
３
）

 

受 験 番 号
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

採
 
点

 

 第
１
問

 
 必
要
で
あ
れ
ば
以
下
の
数
値
を
用
い
な
さ
い
。

 
原
子
量
は

H
:1

.0
0,

 C
:1

2.
0,

 N
:1

4.
0,

 O
:1

6.
0,

 Z
n:

65
.4

と
す
る
。

 
ま
た
、
気
体
の
モ
ル
体
積
は
標
準
状
態
（

0℃
, 1

.0
13

×
10

5
 
P
a
）
で

22
.4

 L
/m

ol
と
す
る
。

 
 問

1 
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
と
黒
鉛
は
互
い
に
同
素
体
だ
が
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
は
非
常
に
硬
く
電
気
を
導
か
な
い
の
に
対
し
、
黒
鉛
は
剥
が
れ
や
す
く
電
気
を
導

く
。
そ
の
理
由
を
述
べ
な
さ
い
。

 
 問

2 
次
の
物
質
が
水
に
溶
け
て
イ
オ
ン
に
な
る
反
応
を
化
学
反
応
式
で
書
き
な
さ
い
。

 
（

1）
 
二
酸
化
炭
素

 
（

2）
 
ア
ン
モ
ニ
ア

 
 問

3 
ド
ラ
イ
ア
イ
ス
は
固
体
で
あ
る
。
ド
ラ
イ
ア
イ
ス
を
室
内
で
放
置
し
た
と
こ
ろ
、
固
体
か
ら
直
接
気
体
に
変
化
し
た
。

 
（

1）
下
線
部
の
変
化
を
何
と
い
う
か
答
え
な
さ
い
。

 
（

2）
こ
の
気
体
は
何
か
答
え
な
さ
い
。

 
（

3）
3
3
 
g
の
ド
ラ
イ
ア
イ
ス
が
す
べ
て
気
体
に
変
化
す
る
と
、
標
準
状
態
で
何
リ
ッ
ト
ル
に
な
る
か
答
え
な
さ
い
。
計
算
式
も
書
き
な
さ
い
。

 
 問

4 
希
塩
酸

10
0 

m
L
に
亜
鉛

13
0.

8 
m

g
を
加
え
た
と
こ
ろ
、
気
体
を
発
生
し
て
す
べ
て
の
亜
鉛
が
溶
け
た
。
反
応
後
の
液
体
に
メ
チ
ル
オ
レ
ン
ジ
を
加

え
た
と
こ
ろ
赤
色
で
あ
っ
た
。

 
（

1）
こ
の
気
体
は
何
か
答
え
な
さ
い
。

 
（

2）
何

m
g
の
気
体
が
発
生
し
た
か
答
え
な
さ
い
。
計
算
式
も
書
き
な
さ
い
。

 
（

3）
亜
鉛
の
量
だ
け
を
変
え
て
同
じ
実
験
を
し
、
メ
チ
ル
オ
レ
ン
ジ
を
滴
下
し
た
と
こ
ろ
黄
色
に
な
っ
た
。

 
 

(a
) 
亜
鉛
の
量
を
ど
の
よ
う
に
変
化
さ
せ
た
か
答
え
な
さ
い
。

 
 

(b
) 
発
生
し
た
気
体
の
量
は
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
か
答
え
な
さ
い
。

 
                                       

 第
２
問
 
文
章
を
読
ん
で
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。
解
答
は
そ
れ
ぞ
れ
の
解
答
欄
に
記
入
し
な
さ
い
。
た
だ
し
計
算
の
答
え
は
四
捨
五
入
し
、
小
数

点
以
下
第

1
位
ま
で
と
す
る
。

 
 
ヒ
ト
の
体
の
構
成
成
分
は
、
水
分
が
約

 
ア
 

%
、
タ
ン
パ
ク
質
が
約

 
イ
 

%
、
残
り
の

約
 

ウ
 

%
が

脂
質

、
炭

水
化
物

、
核

酸
、
無
機

物
な

ど
で

構
成
さ
れ

て
い
る
。
タ
ン
パ
ク
質
の
種

類
は
非
常
に
多
く
、
ヒ
ト
で

は
 
エ
 

種
類
あ
る
と
い
わ

れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
特

定
の

は
た

ら
き

を
も

つ
。

 

（
a）

赤
血
球
に
含
ま
れ
、
酸
素
を
運
搬
す
る
は
た
ら
き
を
も
つ
タ
ン
パ
ク
質
や
、（

b）
血
し
ょ
う
中
に
最
も
多
く
含
ま
れ
、
水
分
を
保
持
し
調
節
し
た
り
、

ホ
ル
モ
ン
な
ど
の
物
質
を
結
合
し
て
運
搬
す
る
タ
ン
パ
ク
質
な
ど
が
あ
る
。
ヒ
ト
は
（

c）
多
細
胞
生
物
で
あ
り
、
同
じ
よ
う
な
形
や
は
た
ら
き
を
も
つ
細

胞
が
集
ま
っ
て
組
織
を
形
成
し
、
さ
ら
に
い
く
つ
か
の
組
織
が
集
ま
っ
て
器
官
を
つ
く
り
個
体
と
な
る
。

 
 問

1 
文
中
の

 
ア
 

～
 
エ
 

に
あ
て
は
ま
る
数
字
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
①
～
⑩
か
ら

1
つ
ず
つ
選
び
、
番
号

を
記
入

し
な

さ
い
。
同
じ
番

号
を

何
度
選
ん
で
も
よ
い
。

 
  ①

 1
  

  
②

 5
  

  
③

 1
5~

20
  

 ④
 5

0 
  

 ⑤
 6

5~
70

  
⑥

 8
0 

  
 ⑦

 1
00

  
  
⑧

 1
 ,0

00
  

  
⑨

 1
0,

00
0 

  
 ⑩

 1
00

,0
00

 
 

 問
2 

下
線
部
（

a）
に
関
す
る
次
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

 
（

1）
こ
の
タ
ン
パ
ク
質
の
名
称
を
答
え
な
さ
い
。

 
 （

2）
図

1
は
下
線
部
（

a）
の
酸
素
解
離
曲
線
で
あ
り
、
組
織
で
の
酸
素
濃
度
は
相
対
値

30
、
二
酸
化
炭
素
濃
度
は
相
対
値

60
で
あ
る
。
肺
胞
で

の
酸

素
濃
度
は
相
対
値

10
0、

二
酸
化
炭
素
濃
度
は
相
対
値

40
で
あ
る
。

 
 
 

 
  

A
は
二
酸
化
炭
素
濃
度
が
低
い
と
き
、

 
 

B
は
二
酸
化
炭
素
濃
度
が
高
い
と
き

 
 
の
酸
素
解
離
曲
線
で
あ
る
。

 
          

 
 

 
図

1 
酸
素
解
離
曲
線

 
 以
下
の

1）
～

5）
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

 
1）

組
織
で
は
、
全
て
の
下
線
部
（

a）
の
う
ち
何

%
が
酸
素
を
放
出
し
た
か
を
計
算
式
と
と
も
に
答
え
な
さ
い
。

 
 2）

組
織
で
は

、
酸
素
結
合

型
の
下

線
部
（

a）
の
う
ち
何

%
が
酸

素
を
放
出
し

た
か
を
計
算
式

と
と
も
に
答

え
な
さ
い

。
（
た

だ
し
、
肺
胞

か
ら
組
織
に

運
ば
れ
る
途
中
で
は
酸
素
を
放
出
し
な
い
も
の
と
す
る
。）

 
 3）

血
液

50
m

L
中
に
下
線
部
（

a）
が

10
g
存
在
し
、

1g
の
下
線
部
（

a）
は
酸
素
結
合
型
の
下
線
部
（

a）
が

10
0%

の
と
き
に

1.
5m

L
の
酸
素
と
結

合
し
て
い
る
も
の
と
仮
定
し
た
場
合
、
循
環
し
て
い
る

10
0m

L
の
血
液
が
組
織
へ
供
給
す
る
酸
素
の
量
は
何

m
L
に
な
る
か
を
計
算
式
と
と
も
に
答

え
な
さ
い
。

 
 4）

一
酸
化
炭
素
濃
度
が
一
定
以
上
の
空
間
で
は
、
ヒ
ト
は
死
亡
す
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
理
由
は
な
ぜ
か
答
え
な
さ
い
。

 
 5）

あ
る
タ
ン
パ
ク
質
を
構
成
す
る
ア
ミ
ノ
酸
が

24
0
個
で
あ
っ
た
場
合
、
こ
の
タ
ン
パ
ク
質
の
も
と
と
な
る

D
N

A
の
塩
基
対
数
は
い
く
つ
か
答
え
な

さ
い
。
た
だ
し
、
全
て
の

D
N

A
の
塩
基
配
列
が
転
写
さ
れ
、

m
RN

A
に
な
る
と
仮
定
す
る
。

 
 問

3 
不
要
と
な
っ
た
下
線
部
（

a）
が
分
解
さ
れ
た
あ
と
、
胆
汁
中
に
含
ま
れ
る
何
と
よ
ば
れ
る
物
質
が
で
き
る
か
答
え
な
さ
い
。

 
問

4 
下
線
部
（

b）
は
何
か
答
え
な
さ
い
。
ま
た
こ
の
タ
ン
パ
ク
質
が
作
ら
れ
る
器
官
の
名
称
を
答
え
な
さ
い
。

 
問

5 
下
線
部
（

c）
に
関
す
る
次
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

 
（

1）
多
細
胞
生
物
で
あ
る
ヒ
ト
の
体
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
細
胞
が
あ
る
。
ヒ
ト
の
受
精
卵
が
分
裂
し
て
で
き
た
細
胞
が
特
定
の
形
や
は
た
ら
き
を
も
っ
た
細

胞
へ
と
変
化
す
る
こ
と
を
何
と
い
う
か
答
え
な
さ
い
。

 
 （

2）
（

1）
し
た
後
の
細
胞
で
は
そ
の
細
胞
に
だ
け
必
要
な
特
定
の
遺
伝
子
が
発
現
し
て
い
る
。
解
答
欄
に
示
す
各
細
胞
と
発
現
す
る
遺
伝
子
が
適
切
な
組

み
合
わ
せ
と
な
る
よ
う
に
語
群
か
ら
番
号
を
選
び
、
答
え
な
さ
い
。

 
【
語
群
】

 
 ①

 イ
ン
ス
リ
ン
 
②

 ク
リ
ス
タ
リ
ン
 
③

 グ
ロ
ブ
リ
ン
 
④

 コ
ラ
ー
ゲ
ン
 
⑤

 ト
ロ
ン
ビ
ン
 
⑥

 ミ
オ
シ
ン
 

 

昭
和
女
子
大
学
 
食
健
康
科
学
部
 
健
康
デ
ザ
イ
ン
学
科
 
 
 

２
０
２
４
年
度
 
総
合
型
選
抜
入
学
試
験
 
１
次
選
考
 

氏 名
 

 

「
適
性
テ
ス
ト
」
 
問
題
用
紙
（
２
／
３
）

 

受 験 番 号
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

採
 
点

 
食
健
康
科
学
部
　
健
康
デ
ザ
イ
ン
学
科
　
適
性
テ
ス
ト
　
60
分
�

❶
食
健
康
科
学
部
　
健
康
デ
ザ
イ
ン
学
科
　
適
性
テ
ス
ト
　
60
分
�

❷

総
合
型
選
抜
入
学
試
験（
１
次
）

80 81



昭
和

女
子
大

学
 
食

健
康

科
学

部
 
健
康

デ
ザ
イ

ン
学

科
 

 
 

２
０

２
４
年

度
 
総
合

型
選

抜
入

学
試
験
 

１
次

選
考
 

氏 名
 

 

「
適

性
テ
ス

ト
」
 
問

題
用

紙
（

３
／
３
）

 

受 験 番 号
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

採
 
点

 

  第
３
問
 
以
下
の
食
生
活
の
変
化
に
関
す
る
文
章
を
読
み
、
そ
の
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

 
  
日
本
人
は
、
主
食
に
米
、
副
食
に
季
節
ご
と
の
野
菜
や
魚
介
類
、
海
藻
、
豆
な
ど
を
多
く
取
り
入
れ
た
（ （

a））
和和
食食
の
文
化
を
醸
成
し
て
き
た
。
戦
後
、

こ
れ
に
果
物
や
畜
産
物
が
加
わ
り
、

19
80

年
頃
に
は
（（

b））
栄栄
養養
ババ
ララ
ンン
スス
の
良
い
日
本
型
食
生
活
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
経
済
成
長
に
よ
る
食

品
供
給
量
の
増
加
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
食
生
活
の
欧
米
化
を
進
め
、
米
食
が
減
り
、
高
脂
肪
や
高

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
食
物
の
摂
取
量
が
増
え
る
な
ど
、
栄
養
の

バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
き
て
い
る
。
そ
れ
に
加
え
て
過
食
や
運
動
不
足
に
よ
る
肥
満
が
増
え
、
内
臓
脂
肪
の
蓄
積
が
さ
ま
ざ
ま
な
（ （

c））
生生
活活
習習
慣慣
病病
を
引
き

起
こ
し
て
い
る
。
ま
た
、
外
食
産
業
や
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
が
普
及
し
、
家
庭
で
は
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
や
冷
凍
食
品
を
利
用
す
る
機
会
が
増
え
て
い
る
。
そ
の

た
め
（ （

d））
家家
庭庭
でで
調調
理理
しし
、、
家家
族族
でで
食食
卓卓
をを
囲囲
んん
でで
同同
じじ
料料
理理
をを
食食
すす
るる
とと
いい
っっ
たた
基基
本本
的的
なな
食食
事事
スス
タタ
イイ
ルル
が
崩
れ
て
き
て
い
る
。

 
 ①

 
20

13
年
、
下
線
部
（ （

a））
は
日
本
人
の
伝
統
的
な
食
文
化
と
し
て
、
国
際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関
（
ユ
ネ
ス
コ
）
に
よ
っ
て
遺
産
登
録
さ
れ
た
。
こ

の
登
録
さ
れ
た
遺
産
の
名
称
を
漢
字

4
文
字
で
記
入
し
な
さ
い
。
 

 ②
 
下
線
部
（（

a））
は
、
正
月
な
ど
の
年
中
行
事

と
も
密
接
な
関
わ
り
が
あ
る

。
正
月
の
代
表
的
な
料
理
で

あ
る
お
せ
ち
料
理
に
は
意
味

や
願
い
が
込
め
ら

れ
て
い
る
。
お
せ
ち
料
理
の
中
で
小
魚
を
田
畑
に
肥
料
と
し
て
ま
い
た
こ
と
に
由
来
し
、
五
穀
豊
穣
の
願

い
が
込
め
ら
れ
た
料

理
の
名
称
を
記
入
し
な

さ
い
。
 

 ③
 
生
命
活
動
や
健
康
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
食
生
活
の
下
線
部
（（

b））
が
大
切
で
あ
る
。
食
品
に
含
ま
れ
て
い
る
栄
養
素
の
中
で
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
源
と

な
る
、
骨
や
筋
肉
な
ど
体
の
組
織
を
つ
く
る
、
体
の
調
子
を
整
え
る
と
い
う
役
割
を
主
に
担
う

5
つ
の
栄
養
素
の
名
称
を
全
て
記
入
し
な
さ
い
。
解
答

は
順
不
同
で
よ
い
。
 

 ④
 
下
線
部
（（

b））
を
考
慮
せ
ず
に
、
食
事
の
量
を
減
ら
し
、
食
事
を
抜
く
な
ど
身
体
に
負
担
を
か
け
る
ダ
イ
エ
ッ
ト
を
行
う
若
い
女
性
は

多
く
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
や
栄
養
素
の
摂
取
が
十
分
で
な
い
た
め
に
お
こ
る
体
調
不
良
や
さ
ま
ざ
ま
な
疾
患
に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
疾
患
の
う
ち
、
食
事

の
量
や
食
べ
方
な
ど
食
行
動
に
異
常
を
き
た
し
、
極
端
に
や
せ
る
願
望
が
強
く
、
肥
満
を
怖
が
る
な
ど
、
身
体
と
心
の
両
方
に
影
響
が
及
ぶ
障
害
の
名

称
を
漢
字

2
文
字
で
記
入
し
な
さ
い
。
 

 ⑤
 
悪
い

生
活
習
慣
を
続

け
て
い
る
と

動
脈
の
内
壁
が

肥
厚
し
、
弾

力
性
が
低
下
す

る
。
そ
の
結

果
、
血
液
が
詰

ま
り
、
血
管

が
破
裂
し
、
下

線
部

（（
c））

の
う
ち
の
心
臓
病
や
脳
卒
中
な
ど
の
疾
患
を
発
症
す
る
。
こ
の
よ
う
な
血
管
の
状
態
を
記
入
し
な
さ
い
。
 

 ⑥
 
下
線
部
（（

c））
の
う
ち
、
イ
ン
ス
リ
ン
の
作
用
が
十
分
で
は
な
い
た
め
に
血
糖
値
が
高
く
な
っ
て
し
ま
う
疾
患
名
を
記
入
し
な
さ
い
。
 

 ⑦
 
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
や
ジ

ョ
ギ
ン
グ
な

ど
あ
る
程
度
長

時
間
に
わ
た

る
筋
肉
へ
の
負

荷
が
そ
れ
程

大
き
く
な
い
運

動
は
、
下
線

部
（（

c））
の
予
防
に
つ

な
が

る
。
こ
の
運
動
の
名
称
を
記
入
し
な
さ
い
。
 

 ⑧
 
日
常
生
活
に

お
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ト
レ

ス
が
生
じ
る
が
、
気
分
転
換

や
入
浴
な
ど
の
リ
ラ
ク
セ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
り
ス
ト
レ
ス
を

発
散
す
る
こ
と
は

、

下
線

部
（ （

c））
の
予
防
に
つ

な
が
る

。
ス
ト
レ
ス
に

よ
り
ス
ト
レ

ス
ホ
ル
モ
ン
な

ど
内
分
泌
系

機
能
、
及
び
、

交
感
神
経
や

副
交
感
神
経
な

ど
自
律
神

経
活
動
が
変

動
す
る
。
ス
ト
レ
ス
時
の
一

般
的
な
自
律
神
経
活
動
の
バ

ラ
ン
ス
の
変
動
と
し
て

、
（
ア
）
交
感
神
経
活
動
の
方
が
副

交
感
神
経
活
動
よ

り
も
よ
り
優

位
に
傾
い
て
い
る
、
あ
る
い

は
、
（
イ
）
副
交
感
神
経
活
動

の
方
が
交
感
神
経
活
動
よ
り

も
よ
り
優
位
に
傾
い
て
い
る

の
う
ち
、
ど
ち
ら

か
正
し
い
方
の
記
号
、（

ア
）
あ
る
い
は
（
イ
）
を
記
入
し
な
さ
い
。
 

 ⑨
 
子
ど
も
の
い
る
家
庭
で
は
、
下
線
部
（（

d））
に
よ
っ
て
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
て
食
べ
る
習
慣
、
食
べ
る
こ
と
の
大
切
さ
、
食
事
の

マ
ナ
ー
な
ど
を

伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
以
下
の
食
事
の
際
の
行
動
に
つ
い
て
記
載
し
た

4
つ
の
文
の
う
ち
、
和
食
の
マ
ナ
ー
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く

な
い
文
の
記
号
を

全
て
記
入
し
な
さ
い
。
 

（
ア
）
芋
の
煮
っ
こ
ろ
が
し
が
転
が
ら
な
い
よ
う
に
箸
を
つ
き
刺
し
て
食
べ
た
。

 
（
イ
）
食
べ
終
わ
っ
た
後
、
す
ぐ
に
食
器
を
重
ね
た
。

 
（
ウ
）
箸
の
反
対
側
を
使
っ
て
、
料
理
を
取
り
分
け
た
。

 
（
エ
）
蕎
麦
を
音
を
立
て
て
す
す
っ
た
。

 
 

⑩
 
下
線
部
（（

d））
と
は
異
な
る
食
事
形
態
が
増
え
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
同
じ
食
卓
を
囲
ん
で
い
て
も
家
族
そ
れ
ぞ
れ
が
異
な
る
食
事
を

す
る
こ
と
を
示

す
言
葉
を
漢
字

2
文
字
で
記
入
し
な
さ
い
。
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以
下
の
文
章
を
読
み
、
次
ペ
ー
ジ
の
設
問
に
答
え
な
さ
い
。

 
 

人
手
不
足
に
克
つ
―
―
社
会
機
能
を
守
る
た
め
大
改
革
の
時
だ

 
 人
手
不
足
へ
の
悲
鳴
が
全
国
で
強
ま
り
、
大
都
市
圏
で
も
経
済
社
会
活
動
の
制
約
要
因
に
な
り
始
め
た
。
今
後
の
日
本
は
今
よ
り
も
一
段
と
深
刻
な
担
い

手
の
減
少
に
直
面
す
る
。
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
で
必
要
な
社
会
機
能
を
維
持
す
る
た
め
、
政
府
は
こ
の
問
題
を
国
家
の
危
機
と
位
置
づ
け
て
多
角
的
な
対

策
を
進
め
る
べ
き
だ
。

 
 

働
き
盛
り
の
減
少
響
く

 
顧
客
の
需
要
は
あ
る
の
に
人
手
が
足
り
ず
に
事
業
を
続
け
ら
れ
な
い
―
―
。
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
に
よ
る
と
、
採
用
難
や
離
職
が
原
因
で
人
材
を
確
保
で

き
ず
に
業
績
が
悪
化
し
た
「
人
手
不
足
倒
産
」
は

20
23
年

1〜
6
月
に
全
国
で

11
0
件
発
生
し
た
。
前
年
同
期
の
約

1.
8
倍
に
上
り
、
通
年
で
過
去
最
多

の
ペ
ー
ス
で
推
移
し
て
い
る
。

 
新
宿
、
渋
谷
な
ど
都
内
の
繁
華
街
で
も
「
従
業
員
不
足
の
た
め
、
営
業
を
短
縮
し
ま
す
」
と
い
っ
た
飲
食
店
の
張
り
紙
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

 
総
務
省
の
労
働
力
調
査
に
よ
る
と
、
日
本
の
就
業
者
数
は
女
性
と
高
齢
者
の
就
業
拡
大
を
背
景
に

13
年
か
ら
増
加
に
転
じ
、

19
年
に
は

67
50
万
人
と

過
去
最
多
に
な
っ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
で

20
年
に
は

67
10
万
人
ま
で
落
ち
込
ん
だ
も
の
の
、
足
元
の

23
年

5
月
は

67
45
万
人
と
コ
ロ
ナ
前

の
水
準
を
ほ
ぼ
回
復
し
て
い
る
。

 
働
き
手
の
総
数
は
高
水
準
な
の
に
足
元
で
人
手
不
足
感
が
強
ま
っ
た
の
は
、
働
き
盛
り
の

25
〜

44
歳
の
就
業
者
が
減
っ
た
の
が
原
因
だ
。

13
年
か
ら
の

約
10
年
間
で
大
阪
市
の
人
口
を
上
回
る

29
0
万
人
も
少
な
く
な
っ
て
い
る
。

 
（

1）
育
児
中
の
女
性
は
勤
務
時
間
に
制
約
を
抱
え
て
働
く
人
が
多
く
、
高
齢
者
も
フ
ル
タ
イ
ム
就
業
を
避
け
る
人
が
少
な
く
な
い
。

75
歳
以
上
の
後
期
高

齢
者
に
到
達
し
た
「
団
塊
の
世
代
」
が
労
働
市
場
か
ら
退
出
し
始
め
、
高
齢
者
の
就
業
者
数
も
頭
打
ち
傾
向
に
あ
る
。
若
年
労
働
力
の
目
減
り
を
い
よ
い
よ

補
い
き
れ
な
く
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

 
人
手
不
足
問
題
が
深
刻
な
の
は
、
今
の
厳
し
い
状
況
が
ほ
ん
の
「
入
り
口
」
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。

 
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
の
将
来
推
計
人
口
に
よ
る
と
、

20
年
に

75
09
万
人
だ
っ
た

15
〜

64
歳
の
生
産
年
齢
人
口
は

40
年
に

62
13
万
人

ま
で
減
る
。

30
年
ま
で
当
初

10
年
間
の
減
少
ペ
ー
ス
は
年
平
均
で
約

43
万
人
だ
が
、

30
年
以
降
は
平
均
で
約

86
万
人
と
倍
速
で
減
少
し
て
い
く
。

 
こ
れ
か
ら

10
年
も
た
た
な
い
う
ち
に
毎
年
、
政
令
指
定
都
市
の
人
口
に
匹
敵
す
る
担
い
手
が
目
減
り
す
る
時
代
に
突
入
す
る
と
い
う
こ
と
だ
。

 
今
ま
で
は
職
場
の
頑
張
り
や
工
夫
を
積
み
重
ね
る
こ
と
で
足
り
な
い
人
手
を
補
う
こ
と
も
で
き
た
だ
ろ
う
。だ

が
従
来
の
考
え
方
で
こ
の
先
の
人
材
難
は

乗
り
切
れ
な
い
。
日
本
全
体
が
「
人
材
の
無
駄
遣
い
を
し
な
い
」
と
い
う
危
機
感
を
共
有
し
、
社
会
・
経
済
シ
ス
テ
ム
を
再
構
築
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。 

対
策
の
柱
は
省
人
化
の
徹
底
だ
。
足
り
な
い
人
手
を
ロ
ボ
ッ
ト
や
人
工
知
能
（

AI
）
で
補
う
発
想
で
は
な
く
、 （

2）
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
で
処
理
で
き
な
い
仕

事
だ
け
を
人
が
担
う
考
え
方
に
転
換
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
貴
重
な
労
働
力
を
充
て
る
べ
き
仕
事
が
何
な
の
か
、
あ
ら
ゆ
る
組
織
が
追
求
す
べ
き
だ
。

 
労
働
力
が
希
少
に
な
れ
ば
賃
金
が
上
が
る
の
が
経
済
の
自
然
な
動
き
だ
。
人
材
確
保
の
た
め
の
賃
上
げ
と
、
そ
れ
に
つ
い
て
い
け
な
い
企
業
の
淘
汰
は
、

限
ら
れ
た
人
材
を

（
3）
生
産
性
が
高
い
企
業
に
最
適
配
置
し
て
い
く
一
つ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
な
る
。
政
府
は
リ
ス
キ
リ
ン
グ
（
注
１
）
や
労
働
市
場
の
改
革

で
円
滑
な
労
働
移
動
を
支
援
し
て
ほ
し
い
。

 
 

政
策
結
集
す
る
司
令
塔
を

 
も
う
一
つ
の
柱
は
外
国
人
労
働
者
の
受
け
入
れ
拡
大
だ
。
日
本
で
働
く
外
国
人
を
歓
迎
し
、 （

4）
生
活
環
境
を
整
え
る
必
要
が
あ
る
。
労
働
者
と
し
て
差
別

し
な
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
教
育
な
ど
子
育
て
の
環
境
も
整
え
て
「
選
ば
れ
る
国
」
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 
日
本
は
古
代
か
ら
異
邦
人
を
受
け
入
れ
、
彼
ら
の
技
術
や
文
化
を
吸
収
し
な
が
ら
社
会
を
発
展
さ
せ
て
き
た
。
こ
れ
こ
そ
が
日
本
ら
し
さ
で
あ
り
、
人
口

危
機
に
直
面
し
た
今
こ
そ
、
こ
の
能
力
を
最
大
限
に
発
揮
す
る
と
き
だ
。

 
こ
う
し
た
社
会
の
大
改
革
を
進
め
る
に
は
政
府
の
司
令
塔
機
能
が
要
る
。 （

5）
省
人
化
の
浸
透
や
外
国
人
の
生
活
支
援
な
ど
、省

庁
が
密
接
に
連
携
し
て
取

り
組
む
べ
き
課
題
が
多
い
た
め
だ
。

 
（
後
略
）

 
 

注
１
）

 リ
ス
キ
リ
ン
グ
と
は
、「

新
し
い
職
業
に
就
く
た
め
に
、
あ
る
い
は
、
今
の
職
業
で
必
要
と
さ
れ
る
ス
キ
ル
の
大
幅
な
変
化
に
適
応
す
る
た
め
に
、

必
要
な
ス
キ
ル
を
獲
得
す
る
／
さ
せ
る
こ
と
」
と
さ
れ
て
い
る
。（
リ
ク
ル
ー
ト
ワ
ー
ク
ス
研
究
所
「
リ
ス
キ
リ
ン
グ
と
は
」
経
済
産
業
省
第

2
回

デ
ジ
タ
ル
時
代
の
人
材
政
策
に
関
す
る
検
討
会
（

20
21
年

2
月

26
日
）
資
料

2-
2）

 
 本
文
の
出
典
）「

人
手
不
足
に
克
つ
―
―
社
会
機
能
を
守
る
た
め
大
改
革
の
時
だ
」（

日
本
経
済
新
聞

 朝
刊

 2
面
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以
下
の
文
章
を
読
み
、
次
ペ
ー
ジ
の
設
問
に
答
え
な
さ
い
。

 
 

人
手
不
足
に
克
つ
―
―
社
会
機
能
を
守
る
た
め
大
改
革
の
時
だ

 
 人
手
不
足
へ
の
悲
鳴
が
全
国
で
強
ま
り
、
大
都
市
圏
で
も
経
済
社
会
活
動
の
制
約
要
因
に
な
り
始
め
た
。
今
後
の
日
本
は
今
よ
り
も
一
段
と
深
刻
な
担
い

手
の
減
少
に
直
面
す
る
。
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
で
必
要
な
社
会
機
能
を
維
持
す
る
た
め
、
政
府
は
こ
の
問
題
を
国
家
の
危
機
と
位
置
づ
け
て
多
角
的
な
対

策
を
進
め
る
べ
き
だ
。

 
 

働
き
盛
り
の
減
少
響
く

 
顧
客
の
需
要
は
あ
る
の
に
人
手
が
足
り
ず
に
事
業
を
続
け
ら
れ
な
い
―
―
。
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
に
よ
る
と
、
採
用
難
や
離
職
が
原
因
で
人
材
を
確
保
で

き
ず
に
業
績
が
悪
化
し
た
「
人
手
不
足
倒
産
」
は

20
23
年

1〜
6
月
に
全
国
で

11
0
件
発
生
し
た
。
前
年
同
期
の
約

1.
8
倍
に
上
り
、
通
年
で
過
去
最
多

の
ペ
ー
ス
で
推
移
し
て
い
る
。

 
新
宿
、
渋
谷
な
ど
都
内
の
繁
華
街
で
も
「
従
業
員
不
足
の
た
め
、
営
業
を
短
縮
し
ま
す
」
と
い
っ
た
飲
食
店
の
張
り
紙
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

 
総
務
省
の
労
働
力
調
査
に
よ
る
と
、
日
本
の
就
業
者
数
は
女
性
と
高
齢
者
の
就
業
拡
大
を
背
景
に

13
年
か
ら
増
加
に
転
じ
、

19
年
に
は

67
50
万
人
と

過
去
最
多
に
な
っ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
で

20
年
に
は

67
10
万
人
ま
で
落
ち
込
ん
だ
も
の
の
、
足
元
の

23
年

5
月
は

67
45
万
人
と
コ
ロ
ナ
前

の
水
準
を
ほ
ぼ
回
復
し
て
い
る
。

 
働
き
手
の
総
数
は
高
水
準
な
の
に
足
元
で
人
手
不
足
感
が
強
ま
っ
た
の
は
、
働
き
盛
り
の

25
〜

44
歳
の
就
業
者
が
減
っ
た
の
が
原
因
だ
。

13
年
か
ら
の

約
10
年
間
で
大
阪
市
の
人
口
を
上
回
る

29
0
万
人
も
少
な
く
な
っ
て
い
る
。

 
（

1）
育
児
中
の
女
性
は
勤
務
時
間
に
制
約
を
抱
え
て
働
く
人
が
多
く
、
高
齢
者
も
フ
ル
タ
イ
ム
就
業
を
避
け
る
人
が
少
な
く
な
い
。

75
歳
以
上
の
後
期
高

齢
者
に
到
達
し
た
「
団
塊
の
世
代
」
が
労
働
市
場
か
ら
退
出
し
始
め
、
高
齢
者
の
就
業
者
数
も
頭
打
ち
傾
向
に
あ
る
。
若
年
労
働
力
の
目
減
り
を
い
よ
い
よ

補
い
き
れ
な
く
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

 
人
手
不
足
問
題
が
深
刻
な
の
は
、
今
の
厳
し
い
状
況
が
ほ
ん
の
「
入
り
口
」
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。

 
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
の
将
来
推
計
人
口
に
よ
る
と
、

20
年
に

75
09
万
人
だ
っ
た

15
〜

64
歳
の
生
産
年
齢
人
口
は

40
年
に

62
13
万
人

ま
で
減
る
。

30
年
ま
で
当
初

10
年
間
の
減
少
ペ
ー
ス
は
年
平
均
で
約

43
万
人
だ
が
、

30
年
以
降
は
平
均
で
約

86
万
人
と
倍
速
で
減
少
し
て
い
く
。

 
こ
れ
か
ら

10
年
も
た
た
な
い
う
ち
に
毎
年
、
政
令
指
定
都
市
の
人
口
に
匹
敵
す
る
担
い
手
が
目
減
り
す
る
時
代
に
突
入
す
る
と
い
う
こ
と
だ
。

 
今
ま
で
は
職
場
の
頑
張
り
や
工
夫
を
積
み
重
ね
る
こ
と
で
足
り
な
い
人
手
を
補
う
こ
と
も
で
き
た
だ
ろ
う
。だ

が
従
来
の
考
え
方
で
こ
の
先
の
人
材
難
は

乗
り
切
れ
な
い
。
日
本
全
体
が
「
人
材
の
無
駄
遣
い
を
し
な
い
」
と
い
う
危
機
感
を
共
有
し
、
社
会
・
経
済
シ
ス
テ
ム
を
再
構
築
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。 

対
策
の
柱
は
省
人
化
の
徹
底
だ
。
足
り
な
い
人
手
を
ロ
ボ
ッ
ト
や
人
工
知
能
（

AI
）
で
補
う
発
想
で
は
な
く
、 （

2）
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
で
処
理
で
き
な
い
仕

事
だ
け
を
人
が
担
う
考
え
方
に
転
換
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
貴
重
な
労
働
力
を
充
て
る
べ
き
仕
事
が
何
な
の
か
、
あ
ら
ゆ
る
組
織
が
追
求
す
べ
き
だ
。

 
労
働
力
が
希
少
に
な
れ
ば
賃
金
が
上
が
る
の
が
経
済
の
自
然
な
動
き
だ
。
人
材
確
保
の
た
め
の
賃
上
げ
と
、
そ
れ
に
つ
い
て
い
け
な
い
企
業
の
淘
汰
は
、

限
ら
れ
た
人
材
を

（
3）
生
産
性
が
高
い
企
業
に
最
適
配
置
し
て
い
く
一
つ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
な
る
。
政
府
は
リ
ス
キ
リ
ン
グ
（
注
１
）
や
労
働
市
場
の
改
革

で
円
滑
な
労
働
移
動
を
支
援
し
て
ほ
し
い
。

 
 

政
策
結
集
す
る
司
令
塔
を

 
も
う
一
つ
の
柱
は
外
国
人
労
働
者
の
受
け
入
れ
拡
大
だ
。
日
本
で
働
く
外
国
人
を
歓
迎
し
、 （

4）
生
活
環
境
を
整
え
る
必
要
が
あ
る
。
労
働
者
と
し
て
差
別

し
な
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
教
育
な
ど
子
育
て
の
環
境
も
整
え
て
「
選
ば
れ
る
国
」
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 
日
本
は
古
代
か
ら
異
邦
人
を
受
け
入
れ
、
彼
ら
の
技
術
や
文
化
を
吸
収
し
な
が
ら
社
会
を
発
展
さ
せ
て
き
た
。
こ
れ
こ
そ
が
日
本
ら
し
さ
で
あ
り
、
人
口

危
機
に
直
面
し
た
今
こ
そ
、
こ
の
能
力
を
最
大
限
に
発
揮
す
る
と
き
だ
。

 
こ
う
し
た
社
会
の
大
改
革
を
進
め
る
に
は
政
府
の
司
令
塔
機
能
が
要
る
。 （

5）
省
人
化
の
浸
透
や
外
国
人
の
生
活
支
援
な
ど
、省

庁
が
密
接
に
連
携
し
て
取

り
組
む
べ
き
課
題
が
多
い
た
め
だ
。

 
（
後
略
）

 
 

注
１
）

 リ
ス
キ
リ
ン
グ
と
は
、「

新
し
い
職
業
に
就
く
た
め
に
、
あ
る
い
は
、
今
の
職
業
で
必
要
と
さ
れ
る
ス
キ
ル
の
大
幅
な
変
化
に
適
応
す
る
た
め
に
、

必
要
な
ス
キ
ル
を
獲
得
す
る
／
さ
せ
る
こ
と
」
と
さ
れ
て
い
る
。（
リ
ク
ル
ー
ト
ワ
ー
ク
ス
研
究
所
「
リ
ス
キ
リ
ン
グ
と
は
」
経
済
産
業
省
第

2
回

デ
ジ
タ
ル
時
代
の
人
材
政
策
に
関
す
る
検
討
会
（

20
21
年

2
月

26
日
）
資
料

2-
2）

 
 本
文
の
出
典
）「

人
手
不
足
に
克
つ
―
―
社
会
機
能
を
守
る
た
め
大
改
革
の
時
だ
」（

日
本
経
済
新
聞
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 2
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説
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02

3
年

 8
月

11
日
）
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受 験 番 号
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
以
下
の
文
章
を
読
み
、
次
ペ
ー
ジ
の
設
問
に
答
え
な
さ
い
。

 
 

人
手
不
足
に
克
つ
―
―
社
会
機
能
を
守
る
た
め
大
改
革
の
時
だ

 
 人
手
不
足
へ
の
悲
鳴
が
全
国
で
強
ま
り
、
大
都
市
圏
で
も
経
済
社
会
活
動
の
制
約
要
因
に
な
り
始
め
た
。
今
後
の
日
本
は
今
よ
り
も
一
段
と
深
刻
な
担
い

手
の
減
少
に
直
面
す
る
。
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
で
必
要
な
社
会
機
能
を
維
持
す
る
た
め
、
政
府
は
こ
の
問
題
を
国
家
の
危
機
と
位
置
づ
け
て
多
角
的
な
対

策
を
進
め
る
べ
き
だ
。

 
 

働
き
盛
り
の
減
少
響
く

 
顧
客
の
需
要
は
あ
る
の
に
人
手
が
足
り
ず
に
事
業
を
続
け
ら
れ
な
い
―
―
。
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
に
よ
る
と
、
採
用
難
や
離
職
が
原
因
で
人
材
を
確
保
で

き
ず
に
業
績
が
悪
化
し
た
「
人
手
不
足
倒
産
」
は

20
23
年

1〜
6
月
に
全
国
で

11
0
件
発
生
し
た
。
前
年
同
期
の
約

1.
8
倍
に
上
り
、
通
年
で
過
去
最
多

の
ペ
ー
ス
で
推
移
し
て
い
る
。

 
新
宿
、
渋
谷
な
ど
都
内
の
繁
華
街
で
も
「
従
業
員
不
足
の
た
め
、
営
業
を
短
縮
し
ま
す
」
と
い
っ
た
飲
食
店
の
張
り
紙
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

 
総
務
省
の
労
働
力
調
査
に
よ
る
と
、
日
本
の
就
業
者
数
は
女
性
と
高
齢
者
の
就
業
拡
大
を
背
景
に

13
年
か
ら
増
加
に
転
じ
、

19
年
に
は

67
50
万
人
と

過
去
最
多
に
な
っ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
で

20
年
に
は

67
10
万
人
ま
で
落
ち
込
ん
だ
も
の
の
、
足
元
の

23
年

5
月
は

67
45
万
人
と
コ
ロ
ナ
前

の
水
準
を
ほ
ぼ
回
復
し
て
い
る
。

 
働
き
手
の
総
数
は
高
水
準
な
の
に
足
元
で
人
手
不
足
感
が
強
ま
っ
た
の
は
、
働
き
盛
り
の

25
〜

44
歳
の
就
業
者
が
減
っ
た
の
が
原
因
だ
。

13
年
か
ら
の

約
10
年
間
で
大
阪
市
の
人
口
を
上
回
る

29
0
万
人
も
少
な
く
な
っ
て
い
る
。

 
（

1）
育
児
中
の
女
性
は
勤
務
時
間
に
制
約
を
抱
え
て
働
く
人
が
多
く
、
高
齢
者
も
フ
ル
タ
イ
ム
就
業
を
避
け
る
人
が
少
な
く
な
い
。

75
歳
以
上
の
後
期
高

齢
者
に
到
達
し
た
「
団
塊
の
世
代
」
が
労
働
市
場
か
ら
退
出
し
始
め
、
高
齢
者
の
就
業
者
数
も
頭
打
ち
傾
向
に
あ
る
。
若
年
労
働
力
の
目
減
り
を
い
よ
い
よ

補
い
き
れ
な
く
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

 
人
手
不
足
問
題
が
深
刻
な
の
は
、
今
の
厳
し
い
状
況
が
ほ
ん
の
「
入
り
口
」
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。

 
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
の
将
来
推
計
人
口
に
よ
る
と
、

20
年
に

75
09
万
人
だ
っ
た

15
〜

64
歳
の
生
産
年
齢
人
口
は

40
年
に

62
13
万
人

ま
で
減
る
。

30
年
ま
で
当
初

10
年
間
の
減
少
ペ
ー
ス
は
年
平
均
で
約

43
万
人
だ
が
、

30
年
以
降
は
平
均
で
約

86
万
人
と
倍
速
で
減
少
し
て
い
く
。

 
こ
れ
か
ら

10
年
も
た
た
な
い
う
ち
に
毎
年
、
政
令
指
定
都
市
の
人
口
に
匹
敵
す
る
担
い
手
が
目
減
り
す
る
時
代
に
突
入
す
る
と
い
う
こ
と
だ
。

 
今
ま
で
は
職
場
の
頑
張
り
や
工
夫
を
積
み
重
ね
る
こ
と
で
足
り
な
い
人
手
を
補
う
こ
と
も
で
き
た
だ
ろ
う
。だ

が
従
来
の
考
え
方
で
こ
の
先
の
人
材
難
は

乗
り
切
れ
な
い
。
日
本
全
体
が
「
人
材
の
無
駄
遣
い
を
し
な
い
」
と
い
う
危
機
感
を
共
有
し
、
社
会
・
経
済
シ
ス
テ
ム
を
再
構
築
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。 

対
策
の
柱
は
省
人
化
の
徹
底
だ
。
足
り
な
い
人
手
を
ロ
ボ
ッ
ト
や
人
工
知
能
（

AI
）
で
補
う
発
想
で
は
な
く
、 （

2）
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
で
処
理
で
き
な
い
仕

事
だ
け
を
人
が
担
う
考
え
方
に
転
換
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
貴
重
な
労
働
力
を
充
て
る
べ
き
仕
事
が
何
な
の
か
、
あ
ら
ゆ
る
組
織
が
追
求
す
べ
き
だ
。

 
労
働
力
が
希
少
に
な
れ
ば
賃
金
が
上
が
る
の
が
経
済
の
自
然
な
動
き
だ
。
人
材
確
保
の
た
め
の
賃
上
げ
と
、
そ
れ
に
つ
い
て
い
け
な
い
企
業
の
淘
汰
は
、

限
ら
れ
た
人
材
を

（
3）
生
産
性
が
高
い
企
業
に
最
適
配
置
し
て
い
く
一
つ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
な
る
。
政
府
は
リ
ス
キ
リ
ン
グ
（
注
１
）
や
労
働
市
場
の
改
革

で
円
滑
な
労
働
移
動
を
支
援
し
て
ほ
し
い
。

 
 

政
策
結
集
す
る
司
令
塔
を

 
も
う
一
つ
の
柱
は
外
国
人
労
働
者
の
受
け
入
れ
拡
大
だ
。
日
本
で
働
く
外
国
人
を
歓
迎
し
、 （

4）
生
活
環
境
を
整
え
る
必
要
が
あ
る
。
労
働
者
と
し
て
差
別

し
な
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
教
育
な
ど
子
育
て
の
環
境
も
整
え
て
「
選
ば
れ
る
国
」
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 
日
本
は
古
代
か
ら
異
邦
人
を
受
け
入
れ
、
彼
ら
の
技
術
や
文
化
を
吸
収
し
な
が
ら
社
会
を
発
展
さ
せ
て
き
た
。
こ
れ
こ
そ
が
日
本
ら
し
さ
で
あ
り
、
人
口

危
機
に
直
面
し
た
今
こ
そ
、
こ
の
能
力
を
最
大
限
に
発
揮
す
る
と
き
だ
。

 
こ
う
し
た
社
会
の
大
改
革
を
進
め
る
に
は
政
府
の
司
令
塔
機
能
が
要
る
。 （

5）
省
人
化
の
浸
透
や
外
国
人
の
生
活
支
援
な
ど
、省

庁
が
密
接
に
連
携
し
て
取

り
組
む
べ
き
課
題
が
多
い
た
め
だ
。

 
（
後
略
）

 
 

注
１
）

 リ
ス
キ
リ
ン
グ
と
は
、「

新
し
い
職
業
に
就
く
た
め
に
、
あ
る
い
は
、
今
の
職
業
で
必
要
と
さ
れ
る
ス
キ
ル
の
大
幅
な
変
化
に
適
応
す
る
た
め
に
、

必
要
な
ス
キ
ル
を
獲
得
す
る
／
さ
せ
る
こ
と
」
と
さ
れ
て
い
る
。（
リ
ク
ル
ー
ト
ワ
ー
ク
ス
研
究
所
「
リ
ス
キ
リ
ン
グ
と
は
」
経
済
産
業
省
第

2
回

デ
ジ
タ
ル
時
代
の
人
材
政
策
に
関
す
る
検
討
会
（

20
21
年

2
月

26
日
）
資
料

2-
2）

 
 本
文
の
出
典
）「

人
手
不
足
に
克
つ
―
―
社
会
機
能
を
守
る
た
め
大
改
革
の
時
だ
」（

日
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済
新
聞
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（

２
／
２

）
 

  
設設
問問
１１
：：
下
線
部
（
１
）
で
「
育
児
中
の
女
性
は
勤
務
時
間
に
制
約
を
抱
え
て
働
く
人
が
多
く
」
と
し
て
い
る
が
、
な
ぜ
勤
務
時
間
に
制
約
が
発
生
す
る
の

か
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
あ
な
た
の
考
え
を
述
べ
な
さ
い
。（

10
0
文
字
以
内
）

 
 

設設
問問
２２
：：
下
線
部
（
２
）
の
「
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
で
処
理
で
き
な
い
仕
事
」
と
は
ど
の
よ
う
な
仕
事
か
、
な
ぜ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
で
処
理
で
き
な
い
と
考
え
る
か

に
つ
い
て
、
あ
な
た
の
考
え
を
述
べ
な
さ
い
。（

10
0
文
字
以
内
）

 
 

設設
問問
３３
：：
よ
り
少
な
い
労
力
や
資
材
（
原
材
料
や
部
品
な
ど
）、

よ
り
小
さ
な
設
備
（
店
舗
や
事
務
所
、
工
場
な
ど
）
を
使
っ
て
、
よ
り
大
き
な
経
済
的
価

値
（
お
金
）
を
生
み
出
す
こ
と
を
「
生
産
性
が
高
い
」
と
考
え
る
な
ら
ば
、
下
線
部
（
３
）
の
「
生
産
性
の
高
い
企
業
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
仕
事
を
し
て

い
る
企
業
だ
と
考
え
る
か
、
あ
な
た
の
考
え
を
述
べ
な
さ
い
。（

20
0
文
字
以
内
）

 
 

設設
問問
４４
：：
外
国
人
労
働
者
の
受
け
入
れ
拡
大
の
た
め
に
、
下
線
部
（
４
）
で
は
「
生
活
環
境
を
整
え
る
必
要
が
あ
る
」
と
し
て
い
る
が
、
例
え
ば
ど
の
よ
う

な
環
境
整
備
や
支
援
が
必
要
と
な
る
か
、
あ
な
た
の
考
え
を
述
べ
な
さ
い
。（

15
0
文
字
以
内
）

 
 

設設
問問
５５
：：
こ
の
問
題
文
の
論
旨
は
、
下
線
部
（
５
）「

省
人
化
の
浸
透
や
外
国
人
の
生
活
支
援
」
を
日
本
の
人
手
不
足
対
策
の
２
つ
の
柱
だ
と
す
る
も
の
だ

が
、
そ
れ
以
外
に
も
ど
の
よ
う
な
対
策
が
考
え
ら
れ
る
か
、
あ
な
た
の
考
え
を
述
べ
な
さ
い
。（

15
0
文
字
以
内
）

 
                               

昭
和

女
子
大

学
 
グ

ロ
ー

バ
ル

ビ
ジ

ネ
ス
学
部

  

会
計

フ
ァ
イ

ナ
ン
ス
学

科
 

 
  

２
０

２
４
年

度
 
総
合

型
選

抜
入

学
試
験
 

 
１

次
選

考
 

氏 名
 

 

「
適

性
テ
ス

ト
」
 
問

題
用

紙
（

１
／
２
）

 

受 験 番 号
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

採
 
点

 

 以
下
の
問
い
す
べ
て
に
答
え
な
さ
い
。
解
答
は
解
答
欄
に
記
入
し
な
さ
い
。

 
 問

1 
次
の
計
算
を
し
な
さ
い
。

(1
) 
及
び

 (
2)

 は
分
数
で
解
答
し
、

(3
) 
は

x
を
求
め
、

(4
) 
は
因
数
分
解
し
な
さ
い
。

 
 (1

) 0
.2

5 
÷

 0
.3

75
 ×

 3
.5

 ÷
 3

1 2 
  

  
  

(2
) 0

.5
 －

（
－

 1 4 ）
2 
－

 2 3 ×
 0

.7
5 

  
  
 

(3
) 
𝑥𝑥𝑥𝑥−

1
4

 －
 𝑥𝑥𝑥𝑥

＋
1

2
 ＝

 1
 －

 3 4x 
 

 
 (4

) 1
2  

x 2  
－

 x
 －

 1
 

  
問

2 
下
の
表
の
縦
に
並
ん
で
い
る
割
合
が
等
し
く
な
る
よ
う
に
、

(1
) 
～

(8
) 
を
埋
め
な
さ
い
。

(1
) 
及
び

 (
7)

 は
既
約
分
数
で
表
し
な
さ
い
。

 
 

少
数

 
0.

4 
(3

) 
(6

) 
分

数
 

(1
) 

7/
20

 
(7

) 
百

分
率

 
40

%
 

(4
) 

(8
) 

歩
合

 
(2

) 
(5

) 
8
割

7
分

5
厘

 
 

 問
3 

2,
00

0
円
の

2
割
引
き
の
金
額
か
ら
さ
ら
に

22
0
円
を
引
い
た
金
額
は
、

2,
00

0
円
か
ら

x
円
を
引
い
た
金
額
の

92
%
の
金
額
と
等
し
く
な
る
。
こ

の
x
を
求
め
よ
。

 
  問

4 
は
が
き
を
印
刷
す
る
の
に

10
0
枚
ま
で
は

1
枚
あ
た
り

30
円
、

10
0
枚
を
超
え
た
分
は

1
枚
あ
た
り

20
円
か
か
る
。

1
枚
あ
た
り
の
代
金
が

25
円
に
な
る
の
は
何
枚
印
刷
し
た
と
き
か
、
求
め
よ
。

 
  問

5 
20

%
の
食
塩
水

40
0ｇ

か
ら

80
ｇ
を
取
り
出
し
て
、
代
わ
り
に
水
を

80
ｇ
加
え
る
。
よ
く
か
き
混
ぜ
て
か
ら
ふ
た
た
び

80
ｇ
を
取
り
出
し
て
、
代

わ
り
に
水
を

80
ｇ
加
え
る
。
こ
の
と
き
、
何

%
の
食
塩
水
が
で
き
る
か
、
求
め
よ
。

 
  問

6 
原
価

10
0
円
の
ジ
ュ
ー
ス
を

20
0
本
仕
入
れ
、
原
価
の

6
割
の
利
益
を
見
込
ん
で
定
価
を
つ
け
た
。
と
こ
ろ
が
、

50
本
売
れ
残
っ
た
た
め
、
定
価

の
3
割
引
に
し
て
販
売
し
た
と
こ
ろ
、
全
て
販
売
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

 
 
 
 

(1
) 
値
引
き
後
の
価
格
は
、
1
個
あ
た
り
い
く
ら
か
、
求
め
よ
。
 
 
 

(2
) 
す
べ
て
の
ジ
ュ
ー
ス
を
販
売
し
た
結
果
、
総
利
益
は
い
く
ら
に
な
っ
た
か
、
求
め
よ
。

 
 

  問
7 

ジ
ョ
ー
カ
ー
を
抜
い
た

52
枚
の
ト
ラ
ン
プ
か
ら
カ
ー
ド
を

1
枚
ひ
く
と
き
、
以
下
の

(1
), 

(2
) 
を
求
め
よ
。
な
お
、
数
字
の
カ
ー
ド
は

2
か
ら

10
ま
で
の

9
枚
と
す
る
。

 
(1

) 
数
字
の
カ
ー
ド
か
つ
、
ス
ペ
ー
ド
及
び
ク
ロ
ー
バ
ー
の
カ
ー
ド
を
引
く
確
率

 
(2

) 
数
字
の
カ
ー
ド
か
、
ス
ペ
ー
ド
及
び
ク
ロ
ー
バ
ー
の
カ
ー
ド
を
引
く
確
率

 
  問

8 
こ
れ
以
上
約
分
で
き
な
い
分
数
（
既
約
分
数
）
が
あ
る
。
分
母
に

18
を
加
え
て
約
分
す
る
と

1 18
と
な
り
、
分
母
か
ら

3
を
引
い
て
約
分
す
る
と

1 15
と

な
る
。
最
初
の
分
数
を
求
め
よ
。

 
  問

9 
最
初
に
示
さ
れ
た

2
語
の
関
係
を
考
え
、
同
じ
関
係
の
も
の
を
ア
～
ウ
の
中
か
ら
１
つ
選
び
、
解
答
欄
に
記
入
し
な
さ
い
。

 
 (1

) 
ス
パ
ゲ
テ
ィ
：
小
麦

 
ア
．
風
呂
：
入
浴

 
イ
．
ワ
イ
ン
：
ぶ
ど
う

 
ウ
．
自
動
車
：
エ
ン
ジ
ン

 
  (2

) 
緩
和
：
引
締
め

 
ア
．
治
療
：
診
察

 
イ
．
研
究
：
プ
レ
ゼ
ン

 
ウ
．
イ
ン
フ
レ
：
デ
フ
レ

 
       

グ
ロ
ー
バ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
学
部
　
ビ
ジ
ネ
ス
デ
ザ
イ
ン
学
科
　
適
性
テ
ス
ト
　
60
分
�❷

グ
ロ
ー
バ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
学
部
　
会
計
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
学
科
　
適
性
テ
ス
ト
　
60
分
�❶

総
合
型
選
抜
入
学
試
験（
１
次
）

82 83
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学
 
グ

ロ
ー

バ
ル

ビ
ジ

ネ
ス
学
部
  

会
計

フ
ァ
イ

ナ
ン
ス
学

科
 
 
  

２
０

２
４
年

度
 
総
合

型
選

抜
入

学
試
験
 

 
１

次
選

考
 

氏 名
 

 

「
適

性
テ
ス

ト
」
 
問

題
用

紙
（
２

／
２
）

 

受 験 番 号
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

採
 
点

 

 問
10

 
文
中
の

(1
) 
～

(3
) 
に
入
る
数
字
や
言
葉
を
ア
～
カ
の
中
か
ら

1
つ
選
び
解
答
欄
に
記
入
し
な
さ
い
。

 
 
日
経
平
均

株
価
が

 (
1)

 万
円
台
を
回
復

し
、
バ
ブ
ル
後
最
高
値
を
更

新
し
続
け
て
い
る
。
世
界
的

に
は
金
融
引
き
締
め
に

よ
る

景
気
減
速
懸
念
が
台

頭

す
る
中
、
海
外
投
資
家
の
視
線
と
マ
ネ
ー
は
日
本
市
場
に
注
が
れ
て
い
る
。

 
日

本
株

が
再

評
価
さ

れ
た

背
景

に
は

、
コ

ロ
ナ
禍

か
ら

の
経

済
活

動
の

再
興
や

イ
ン

バ
ウ

ン
ド

需
要

の
急
回

復
の

ほ
か

、
直

近
で

本
決
算

を
発

表
し
た

 
(2

) 
企
業
の
相
次
ぐ
好
業
績
が
挙
げ
ら
れ
る
。

 
い
わ
ゆ
る
「

 (
3)

 相
場
」
の
様
相
だ
が
、
ど
ん
な
企
業
が
業
績
を
伸
ば
し
、
ど
の
部
分
が
成
長
の
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
て
い
る
か
、
把
握
し
て
い
る
だ
ろ
う

か
。
そ
し
て
何
よ
り
、
実
際
の
決
算
書
の
中
身
を
見
て
自
分
な
り
に
分
析
・
判
断
し
、
投
資
な
ど
に
生
か
せ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

 

『
週
刊
東
洋
経
済
』

20
23

年
6
月

3
日
号
「
超
入
門
！
四
季
報
記
者
が
教
え
る
決
算
書
の
読
み
解
き
方
」
東
洋
経
済
新
報
社
、

p3
5 

 
 ア
．

2 
イ
．

3 
ウ
．
ア
ジ
ア

 
エ
．
日
本

 
オ
．
業
績

 
カ
．
資
源

 
 問

11
 
次
の
熟
語
の
成
り
立
ち
方
と
し
て
、
当
て
は
ま
る
も
の
を
ア
～
エ
の
中
か
ら

1
つ
ず
つ
選
び
解
答
欄
に
記
入
し
な
さ
い
。

 
 (1

) 
備
蓄

 
(2

) 
寝
室

 
(3

) 
昇
降

 
(4

) 
記
者

 
(5

) 
納
品

 
 ア

．
前
の
字
が
後
の
字
の
目
的
語
・
補
語
に
な
っ
て
い
る

 
イ
．
似
た
意
味
を
持
つ
漢
字
を
重
ね
て
い
る

 
ウ
．
前
の
字
が
後
の
字
を
修
飾
し
て
い
る

 
エ
．
上
記
の
ど
れ
に
も
当
て
は
ま
ら
な
い

 
 問

12
 
最
初
に
示
さ
れ
た
意
味
と
最
も
合
致
す
る
言
葉
を
、
ア
～
ウ
か
ら

1
つ
選
び
解
答
欄
に
記
入
し
な
さ
い
。

 
(1

) 
健
康
な
人
よ
り
軽
い
病
気
が
あ
る
人
の
ほ
う
が
体
を
気
遣
っ
て
長
生
き
す
る

 
ア
．
病
気
平
癒

 
イ
．
息
災
延
命

 
ウ
．
一
病
息
災

 
 (2

) 
周
囲
の
様
子
が
分
か
ら
ず
、
困
っ
て
い
る
様
子

 
ア
．
五
里
霧
中

 
イ
．
茫
然
自
失

 
ウ
．
思
考
停
止

 
 (3

) 
栄
え
た
り
、
衰
え
た
り
、
人
生
は
は
か
な
い

 
ア
．
諸
行
無
常

 
イ
．
栄
枯
盛
衰

 
ウ
．
盛
者
必
衰

 
 

 問
13

 
文
中
の

(1
) (

2)
 (3

) 
の
空
欄
に
ア
～
ウ
の
文
章
を
入
れ
て
完
成
さ
せ
な
さ
い
。

 
 
そ
ご
う
・
西
武
の
労
働
組
合
が
西
武
池
袋
本
店
（
東
京
・
豊
島
）
で
ス
ト
ラ
イ
キ
を
決
行
し
た
。
親
会
社
の
セ
ブ
ン
＆
ア
イ
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
は

1
日
、
労
使
の
対
立
が
続
く
状
況
の
ま
ま
、
そ
ご
う
・
西
武
の
売
却
に
踏
み
切
る
な
ど
異
例
の
展
開
と
な
っ
た
。

 
(1

) 
セ
ブ
ン
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
事
業
へ
投
資
を
集
中
す
る
た
め
、
２
０
２
２
年

11
月
に
米
投
資
フ
ァ
ン
ド
の
フ
ォ
ー
ト
レ
ス
・
イ
ン
ベ
ス
ト
メ

ン
ト
・
グ
ル
ー
プ
に
そ
ご
う
・
西
武
を
売
却
す
る
こ
と
で
合
意
し
た
。

23
年
２
月
完
了
の
予
定
だ
っ
た
が
、
元
社
員
ら
の
訴
訟
が
相
次
ぎ
延
期
を
繰
り

返
し
て
い
た
。

 
(2

) 
し

か
し

そ
の

後
の

反
発
は

全
く

想
定

で
き

て
い

な
か
っ

た
。

地
元

の
豊

島
区

長
や
池

袋
本

店
の

不
動

産
の

一
部
を

保
有

す
る

西
武

ホ
ー

ル
デ
ィ

ン
グ

ス
が
街
の
多
様
性
が
失
わ
れ
る
こ
と
に
懸
念
を
示
し
た
。
百
貨
店
事
業
は
街
の
顔
で
も
あ
り
、
住
民
に
と
っ
て
の
価
値
は
大
き
い
。
事
前
の
説
明
な
ど
が

足
り
ず
、
批
判
を
高
め
て
し
ま
っ
た
。

 
(3

) 
今
後
も
小
売
業
に
限
ら
ず
Ｍ
＆
Ａ
は
増
え
る
だ
ろ
う
。
日
本
企
業
が
活
力
を
高
め
る
う
え
で
Ｍ
＆
Ａ
は
重
要
な
経
営
の
選
択
肢
で
あ
り
、
経
済
全
体
の

活
性
化
に
も
つ
な
が
る
。
事
業
再
編
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
に
は
、
人
的
資
産
や
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
へ
の
配
慮
が
企
業
価
値
の
向
上
に
欠
か
せ
な
い
こ

 

出
典
：
許
諾
番
号

20
24

-0
30

：
東
洋
経
済
新
報
社
が
記
事
利
用
を
許
諾
し
て
い
ま
す
。

©
東
洋
経
済
新
報
社
　
無
断
複
写
転
載
を
禁
じ
ま
す
。
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ー

バ
ル

ビ
ジ

ネ
ス
学
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会
計

フ
ァ
イ

ナ
ン
ス
学

科
 
 
  

２
０

２
４
年

度
 
総
合

型
選

抜
入

学
試
験
 

 
１

次
選

考
 

氏 名
 

 

「
適

性
テ
ス

ト
」
 
問

題
用

紙
（
２

／
２
）

 

受 験 番 号
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

採
 
点

 

 問
10

 
文
中
の

(1
) 
～

(3
) 
に
入
る
数
字
や
言
葉
を
ア
～
カ
の
中
か
ら

1
つ
選
び
解
答
欄
に
記
入
し
な
さ
い
。

 
 
日
経
平
均

株
価
が

 (
1)

 万
円
台
を
回
復

し
、
バ
ブ
ル
後
最
高
値
を
更

新
し
続
け
て
い
る
。
世
界
的

に
は
金
融
引
き
締
め
に

よ
る

景
気
減
速
懸
念
が
台

頭

す
る
中
、
海
外
投
資
家
の
視
線
と
マ
ネ
ー
は
日
本
市
場
に
注
が
れ
て
い
る
。

 
日

本
株

が
再

評
価
さ

れ
た

背
景

に
は

、
コ

ロ
ナ
禍

か
ら

の
経

済
活

動
の

再
興
や

イ
ン

バ
ウ

ン
ド

需
要

の
急
回

復
の

ほ
か

、
直

近
で

本
決
算

を
発

表
し
た

 
(2

) 
企
業
の
相
次
ぐ
好
業
績
が
挙
げ
ら
れ
る
。

 
い
わ
ゆ
る
「

 (
3)

 相
場
」
の
様
相
だ
が
、
ど
ん
な
企
業
が
業
績
を
伸
ば
し
、
ど
の
部
分
が
成
長
の
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
て
い
る
か
、
把
握
し
て
い
る
だ
ろ
う

か
。
そ
し
て
何
よ
り
、
実
際
の
決
算
書
の
中
身
を
見
て
自
分
な
り
に
分
析
・
判
断
し
、
投
資
な
ど
に
生
か
せ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

 

『
週
刊
東
洋
経
済
』

20
23

年
6
月

3
日
号
「
超
入
門
！
四
季
報
記
者
が
教
え
る
決
算
書
の
読
み
解
き
方
」
東
洋
経
済
新
報
社
、

p3
5 

 
 ア
．

2 
イ
．

3 
ウ
．
ア
ジ
ア

 
エ
．
日
本

 
オ
．
業
績

 
カ
．
資
源

 
 問

11
 
次
の
熟
語
の
成
り
立
ち
方
と
し
て
、
当
て
は
ま
る
も
の
を
ア
～
エ
の
中
か
ら

1
つ
ず
つ
選
び
解
答
欄
に
記
入
し
な
さ
い
。

 
 (1

) 
備
蓄

 
(2

) 
寝
室

 
(3

) 
昇
降

 
(4

) 
記
者

 
(5

) 
納
品

 
 ア

．
前
の
字
が
後
の
字
の
目
的
語
・
補
語
に
な
っ
て
い
る

 
イ
．
似
た
意
味
を
持
つ
漢
字
を
重
ね
て
い
る

 
ウ
．
前
の
字
が
後
の
字
を
修
飾
し
て
い
る

 
エ
．
上
記
の
ど
れ
に
も
当
て
は
ま
ら
な
い

 
 問

12
 
最
初
に
示
さ
れ
た
意
味
と
最
も
合
致
す
る
言
葉
を
、
ア
～
ウ
か
ら

1
つ
選
び
解
答
欄
に
記
入
し
な
さ
い
。

 
(1

) 
健
康
な
人
よ
り
軽
い
病
気
が
あ
る
人
の
ほ
う
が
体
を
気
遣
っ
て
長
生
き
す
る

 
ア
．
病
気
平
癒

 
イ
．
息
災
延
命

 
ウ
．
一
病
息
災

 
 (2

) 
周
囲
の
様
子
が
分
か
ら
ず
、
困
っ
て
い
る
様
子

 
ア
．
五
里
霧
中

 
イ
．
茫
然
自
失

 
ウ
．
思
考
停
止

 
 (3

) 
栄
え
た
り
、
衰
え
た
り
、
人
生
は
は
か
な
い

 
ア
．
諸
行
無
常

 
イ
．
栄
枯
盛
衰

 
ウ
．
盛
者
必
衰

 
 

 問
13

 
文
中
の

(1
) (

2)
 (3

) 
の
空
欄
に
ア
～
ウ
の
文
章
を
入
れ
て
完
成
さ
せ
な
さ
い
。

 
 
そ
ご
う
・
西
武
の
労
働
組
合
が
西
武
池
袋
本
店
（
東
京
・
豊
島
）
で
ス
ト
ラ
イ
キ
を
決
行
し
た
。
親
会
社
の
セ
ブ
ン
＆
ア
イ
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
は

1
日
、
労
使
の
対
立
が
続
く
状
況
の
ま
ま
、
そ
ご
う
・
西
武
の
売
却
に
踏
み
切
る
な
ど
異
例
の
展
開
と
な
っ
た
。

 
(1

) 
セ
ブ
ン
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
事
業
へ
投
資
を
集
中
す
る
た
め
、
２
０
２
２
年

11
月
に
米
投
資
フ
ァ
ン
ド
の
フ
ォ
ー

ト
レ
ス
・
イ
ン
ベ
ス
ト
メ

ン
ト
・
グ
ル
ー
プ
に
そ
ご
う
・
西
武
を
売
却
す
る
こ
と
で
合
意
し
た
。

23
年
２
月
完
了
の
予
定
だ
っ
た
が
、
元
社
員
ら
の
訴
訟
が
相
次
ぎ
延
期
を
繰
り

返
し
て
い
た
。

 
(2

) 
し

か
し

そ
の

後
の

反
発
は

全
く

想
定

で
き

て
い

な
か
っ

た
。

地
元

の
豊

島
区

長
や
池

袋
本

店
の

不
動

産
の

一
部
を

保
有

す
る

西
武

ホ
ー

ル
デ
ィ

ン
グ

ス
が
街
の
多
様
性
が
失
わ
れ
る
こ
と
に
懸
念
を
示
し
た
。
百
貨
店
事
業
は
街
の
顔
で
も
あ
り
、
住
民
に
と
っ
て
の
価
値
は
大
き
い
。
事
前
の
説
明
な
ど
が

足
り
ず
、
批
判
を
高
め
て
し
ま
っ
た
。

 
(3

) 
今
後
も
小
売
業
に
限
ら
ず
Ｍ
＆
Ａ
は
増
え
る
だ
ろ
う
。
日
本
企
業
が
活
力
を
高
め
る
う
え
で
Ｍ
＆
Ａ
は
重
要
な
経
営
の
選
択
肢
で
あ
り
、
経
済
全
体
の

活
性
化
に
も
つ
な
が
る
。
事
業
再
編
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
に
は
、
人
的
資
産
や
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
へ
の
配
慮
が
企
業
価
値
の
向
上
に
欠
か
せ
な
い
こ

 

出
典
：
許
諾
番
号

20
24

-0
30

：
東
洋
経
済
新
報
社
が
記
事
利
用
を
許
諾
し
て
い
ま
す
。

©
東
洋
経
済
新
報
社
　
無
断
複
写
転
載
を
禁
じ
ま
す
。
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学

科
 

 
  

２
０

２
４
年

度
 
総
合

型
選

抜
入

学
試
験
 

 
１

次
選

考
 

氏 名
 

 

「
適

性
テ
ス

ト
」
 
問

題
用

紙
・

解
答
用
紙

（
１

／
１

）
 

受 験 番 号
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

採
 
点

 

  と
を
改
め
て
肝
に
銘
じ
る
必
要
が
あ
る
。
そ
ご
う
・
西
武
の
ス
ト
を
教
訓
に
し
た
い
。

 
出
典
：
日
本
経
済
新
聞
社
説
「
そ
ご
う
・
西
武
ス
ト
が
投
じ
た

M
&

A
の
課
題
」

20
23

年
9
月

2
日

 
 

 
ア
．
セ
ブ
ン
が
そ
ご
う
・
西
武
を
買
収
し
た
の
は

06
年
。
消
費
者
が
利
用
し
や
す
い
グ
ル
ー
プ
を
目
指
し
た
の
が
理
由
だ
。
し
か
し
リ
ス
ト
ラ
が
中
心

で
成
長

さ
せ

る
こ

と
は

で
き
な

か
っ

た
。

こ
の

た
め

フ
ォ
ー

ト
レ

ス
と

事
業

パ
ー

ト
ナ
ー

で
あ

る
ヨ

ド
バ

シ
ホ

ー
ル
デ

ィ
ン

グ
ス

に
任

せ
た

方
が

百
貨
店
に
と
っ
て
も
最
善
策
と
判
断
し
た
。
今
後
の
戦
略
を
考
え
る
と
売
却
は
間
違
っ
て
い
な
い
。

 
イ
．
社
員
へ
の
配
慮
も
不
足
し
て
い
た
。
確
か
に
そ
ご
う
・
西
武
は
財
務
基
盤
が
脆
弱
で
、
セ
ブ
ン
の
信
用
力
が
こ
れ
ま
で
の
事
業
継
続
を
可
能
に
し
た
。

し
か
し
百
貨
店
市
場
が
縮
小
し
、
旗
艦
店
の
池
袋
本
店
が
縮
む
こ
と
へ
社
員
は
危
機
感
を
高
め
、
ス
ト
決
行
の
事
態
を
招
い
た
。
組
合
側
も
売
却
そ

の
も
の
に
反
対
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
早
期
に
社
員
に
丁
寧
な
説
明
を
し
て
い
れ
ば
、
状
況
は
違
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。

 
ウ
．
雇

用
維

持
と

事
業

継
続

に
関
す

る
労

使
の

話
し

合
い

が
不
調

に
終

わ
り

、
買

い
物

を
楽
し

む
消

費
者

や
取

引
先

を
巻
き

込
む

残
念

な
結

果
に

な
っ

た
。

M
&

A（
合
併
・
買
収
）
を
巡
り
、
株
主
以
外
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
（
利
害
関
係
者
）
に
対
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
丁
寧
な
説
明
責
任
を
果

た
す
こ
と
が
欠
か
せ
な
い
こ
と
を
示
し
た
と
い
え
る
。
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欄

 
問

1 
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問
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9 

 (
2)
 
 
 
 

 
問

10
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問
10
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) 
  
 

 

問
10
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) 

問
11
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) 
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11
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) 
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11
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) 
  
 

 

問
11
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) 
  
 
 

 

問
11
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12
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問
12
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問

13
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) 

  
 
 
 
 

 

問
13
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問
13

  
(3

) 
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昭
和
女
子
大
学
 
国
際
学
部
 

２
０
２
４
年
度
 
総
合
型
選
抜
入
学
試
験
 
１
次
選
考

 

「
適
性
テ
ス
ト
」
 

問
題
用
紙

 
（
1／

3）
 

 第
1
問

 次
の
各
文
の

 
1 

 
～

 
10

  
 に

入
る
最
も
適
切
な
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
①
～
④
の
中
か
ら

1
つ
選
び
、
解
答
欄
の
数
字
を

マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解解
答答
欄欄
にに
はは
①①
～～
⑨⑨
まま
でで
のの
数数
字字
、、
及及
びび
記記
号号
がが
ああ
りり
まま
すす
。。
間間
違違
っっ
たた
箇箇
所所
をを
ママ
ーー
クク
しし
なな
いい
よよ
うう
にに

注注
意意
しし
てて
くく
だだ
ささ
いい
。。

 
 1.

 P
ric

es
 a

re
 g

en
er

al
ly

  
 1

  
 i

n 
W

es
te

rn
 E

U
 c

ou
nt

rie
s t

ha
n 

in
 th

ei
r E

as
te

rn
 c

ou
nt

er
pa

rts
 a

lth
ou

gh
 th

e 
sa

m
e 

cu
rr

en
cy

, t
he

 e
ur

o,
 

is
 u

se
d 

in
 b

ot
h 

re
gi

on
s. 

①
 h

ig
he

r 
 

 
 

②
 v

as
t 

 
 

 
 

③
 t

ou
gh

  
 

 
 

④
 u

rg
e 

 2.
 D

ur
in

g 
th

e 
co

m
pa

ny
's 

fin
an

ci
al

 d
iff

ic
ul

tie
s, 

th
e 

C
EO

  
 2

  
 t

he
 b

oa
rd

 to
 im

pl
em

en
t 1

5%
 la

yo
ffs

. 
①

 
de

se
rv

ed
  

 
 

②
 

fe
at

ur
ed

  
 

 
③

 
pe

rs
ua

de
d 

 
 

④
 r

em
ai

ne
d 

 3.
 S

om
e 

su
pp

or
t k

ee
pi

ng
 a

ni
m

al
s i

n 
zo

os
 to

 c
on

se
rv

e 
sp

ec
ie

s, 
  

3 
  

ot
he

rs
 d

o 
no

t b
ec

au
se

 it
 d

ep
riv

es
 a

ni
m

al
s o

f t
he

ir 
rig

ht
s. 

 
①

 
as

 
 

 
 

②
 

de
sp

ite
 

 
 

 
③

 
m

or
eo

ve
r 

 
 

④
 w

hi
le

  
  

  
  

 
 4.

 In
 th

e 
ex

tre
m

e 
he

at
, d

el
iv

er
y 

w
or

ke
rs

  
 4

  
 t

o 
th

e 
ris

k 
of

 h
ea

t s
tro

ke
. S

om
e 

go
ve

rn
m

en
ts

 h
av

e 
ta

ke
n 

m
ea

su
re

s 
to

 p
ro

te
ct

 
th

em
. 

①
 

ex
po

se
 

 
 

②
 

ar
e 

ex
po

si
ng

  
 

③
 

ar
e 

ex
po

se
d 

 
 

④
 a

re
 e

xp
os

ur
es

 
 5.

 T
he

 w
ar

 is
 o

ne
 o

f t
he

 re
as

on
s 

oi
l a

nd
 c

ro
p 

pr
ic

es
 h

av
e 

ris
en

. T
he

 p
ric

e 
in

cr
ea

se
s 

ha
ve

 h
ad

 a
n 

en
or

m
ou

s 
  

5 
  

on
 o

ur
 d

ai
ly

 
liv

es
. 

①
  

en
vi

ro
nm

en
t 

 
②

 o
bl

ig
at

io
n 

  
 

 
③

 
pr

ev
en

tio
n 

 
 

④
 

im
pa

ct
 

 
 

 6.
 A

ll 
th

e 
fli

gh
t t

im
es

 w
ill

 b
e 

ch
an

ge
d 

be
ca

us
e 

a 
sn

ow
st

or
m

 is
 a

pp
ro

ac
hi

ng
. Y

ou
 s

ho
ul

d 
ke

ep
 u

p 
to

 d
at

e 
on

 th
e 

  
6 

  
fli

gh
t 

in
fo

rm
at

io
n.

 
①

 
su

pe
rio

r  
 

②
 

op
po

se
d 

 
 

 
③

 
ea

ge
r 

 
 

 
④

  
la

te
st

  
 7.

 E
ffe

ct
iv

e c
om

m
un

ic
at

io
n 

in
 si

m
pl

e J
ap

an
es

e i
s a

 u
se

fu
l s

ki
ll 

in
  

 7
  

 o
f a

n 
em

er
ge

nc
y,

 es
pe

ci
al

ly
 w

he
n 

co
m

m
un

ic
at

in
g 

w
ith

 
th

os
e 

w
ho

se
 Ja

pa
ne

se
 a

bi
lit

y 
is

 li
m

ite
d.

 
①

 
ca

se
  

 
 

②
 

ch
ar

ge
 

  
 

  
  
③

 h
on

or
 

 
 

 
④

 s
pi

te
 

 8.
 T

he
 c

om
pa

ny
, w

hi
ch

 e
nh

an
ce

d 
its

 se
cu

rit
y 

la
st

 y
ea

r, 
go

t 
  

8 
  

ye
st

er
da

y,
 so

 fu
rth

er
 im

pr
ov

em
en

ts
 a

re
 n

ec
es

sa
ry

. 
 

①
 r

ob
 

 
 

 
②

 r
ob

be
d 

 
 

 
③

 t
o 

ro
b 

 
 

 
④

 r
ob

bi
ng

 
 9.

 T
he

 n
on

-p
ro

fit
 o

rg
an

iz
at

io
n 

w
or

ki
ng

 to
 re

du
ce

 p
ov

er
ty

 p
ro

vi
de

s 
ch

ild
re

n 
of

 lo
w

- 
 9

  
 f

am
ili

es
 w

ith
 fo

od
 a

nd
 e

du
ca

tio
na

l 
su

pp
or

t. 
①

 
ex

pe
rim

en
t 

  
②

 
in

co
m

e 
 

 
 

③
 

pr
oo

f 
 

 
 

④
 t

en
de

nc
y 

 10
. T

he
 U

ni
te

d 
N

at
io

ns
 e

st
im

at
es

 th
at

 th
e 

po
pu

la
tio

n 
of

 In
di

a 
w

ill
  

 1
0 

  
th

at
 o

f C
hi

na
 b

ef
or

e 
lo

ng
 a

nd
 th

at
 In

di
a 

w
ill

 b
e 

th
e 

co
un

try
 w

ith
 th

e 
hi

gh
es

t p
op

ul
at

io
n.

  
①

 
af

fo
rd

 
 

 
②

 
ex

ce
ed

 
 

 
 

③
 

oc
cu

py
  

  
 

④
 r

ef
us

e 
  第

2
問

 次
の
各
文
の
①
～
⑤
の
語
句
を
並
べ
替
え
て
空
所
を
補
い
、
最
も
適
切
な
文
章
を
完
成
さ
せ
な
さ
い
。
た
だ
し
、
解
答
は

 
 

11
  

 ～
 

20
  

 に
入
る
も
の
を

1
つ
選
び
、
解
答
欄
の
数
字
を
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解解
答答
欄欄
にに
はは
①①
～～
⑨⑨
まま
でで
のの
数数
字字
、、

及及
びび
記記
号号
がが
ああ
りり
まま
すす
。。
間間
違違
っっ
たた
箇箇
所所
をを
ママ
ーー
クク
しし
なな
いい
よよ
うう
にに
注注
意意
しし
てて
くく
だだ
ささ
いい
。。

 
 11
～

12
 

R
er

ea
di

ng
 c

hi
ld
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n’

s b
oo
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 y
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 re
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 in

 y
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r c
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ld
ho

od
 m

ay
  

  
  

  
  

  
  

 1
1 

  
  

  
  

  
  

  
  

  
12

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
th

at
 y

ou
 w

er
e 

no
t a

w
ar

e 
of
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 th

os
e 

da
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①

 s
om
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hi

ng
 

 
②

 h
el

p 
 

 
③

 y
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④
 

fin
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 13
～

14
 

M
an

y 
ki

nd
s 
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 e
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c 
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vi
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s 
  

  
  

  
  

  
  

13
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 1
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 t
o 

a 
sh

or
ta

ge
 o

f 
se

m
ic

on
du

ct
or

s, 
w

hi
ch

 a
re

 e
ss

en
tia

l. 
  

 
①

 
in

  
 

 
 

②
 

du
e 

  
 

③
 

su
pp

ly
 

 
④

 s
ho

rt 
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st

em
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ki
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pt

y 
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e 
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e 
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 th
e 
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ec
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n 
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 o
ff 
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s 

le
ft 
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ov
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 T

he
 

in
st

an
tly
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ce
d 

ai
r p

re
ss

ur
e 

ca
us

ed
 b

le
ed

in
g 

fro
m

 h
is

 n
os
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 e

ye
s, 

ea
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nd

 m
ou

th
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nd
 h

is
 b

od
y 

be
ga

n 
to

 sw
el

l p
ai

nf
ul

ly
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t w
as

 
in

te
ns

el
y 

co
ld

, a
bo

ut
 m

in
us

 5
0 

de
gr

ee
s 

C
el

si
us

, a
nd

 in
 th

e 
th

in
 a

ir 
on

ly
 h

is
 e

m
er

ge
nc

y 
ox

yg
en

 s
up

pl
y 

ke
pt

 h
im

 a
liv

e 
as

 h
e 

fe
ll 

to
w

ar
d 

th
e 

ea
rth

, w
ai

tin
g 

fo
r h

is
 p

ar
ac

hu
te

 to
 o

pe
n 

au
to

m
at

ic
al

ly
 o

nc
e 

he
 re

ac
he

d 
ab

ou
t 3

00
0 

m
et

er
s, 

an
 a

lti
tu

de
 w

ith
 b

re
at

ha
bl

e 
ai

r. 
 

R
an

ki
n’

s d
es

ce
nt

 so
on

 b
ro

ug
ht

 h
im

 in
to

 th
e 

st
or

m
 c

lo
ud

s h
e 

an
d 

N
ol

an
 h

ad
 b

ee
n 

av
oi

di
ng

. T
he

 c
ol

d 
be

ga
n 

to
 c

au
se

 b
od

ily
 

nu
m

bn
es

s, 
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pe
ci

al
ly

 in
 h

is
 u

ng
lo

ve
d 

le
ft 

ha
nd

. 
  

24
  

 t
he

 h
ow

lin
g 

w
in

d,
 f

la
sh

es
 o

f 
lig

ht
ni

ng
, a

nd
 th

e 
ha

ils
to

ne
s 

th
at

 w
er

e 
st

rik
in

g 
hi

m
. U

nf
or

tu
na

te
ly

, t
he

 a
ut

om
at

ic
 p

ar
ac

hu
te

 re
le

as
e 

di
d 

no
t w

or
k 

co
rre

ct
ly
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o 

th
e 

ch
ut

e 
op

en
ed

 a
t a

 fa
r h

ig
he

r a
lti

tu
de

 
th

an
 th

e 
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00
0 

m
et

er
s i

t s
ho

ul
d 

ha
ve

, w
hi

le
 R

an
ki

n 
w

as
 st

ill
 in

 th
e 

m
id

dl
e 

of
 th

e 
st

or
m

. T
he

n 
th

in
gs

 g
ot

 e
ve

n 
w

or
se
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fte
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 p

er
io

d 
of

 fa
lli

ng
, w

in
ds

 w
ou

ld
 p

ro
pe

l h
im

 b
ac

k 
up

 a
ga

in
, a

nd
 h

e 
w

ou
ld

 fa
ll 

ag
ai

n,
 a

nd
 th

en
 b

e 
lif

te
d 

up
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ga
in

, i
n 
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cy
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e 

th
at
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st

ed
 fo

r a
bo

ut
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0 
m

in
ut
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an
ki

n 
w
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el

y 
lu

ck
y 

th
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ho
pe
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 se
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us
ly

 d
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ils
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e 
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 re
pe
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fte
d 
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w

ar
d.
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 s
to
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le

nt
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nd
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an
ki

n 
w
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bl
e 

to
 d

es
ce

nd
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 e
ar

th
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an
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l p

ar
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or
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G
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tin
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a 
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e 
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 p
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si
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, h
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w
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ke
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to

 a
 st

or
e 

w
he
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 h

e 
te

le
ph

on
ed
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e,
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nd

 th
en

 sp
en

t s
ev

er
al

 w
ee

ks
 

ho
sp
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liz

ed
 fo

r f
ro

st
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te
 a

nd
 o

th
er

 in
ju

rie
s. 

H
e 

liv
ed

 fo
r 5

0 
ye

ar
s a

fte
r t

hi
s e

xp
er

ie
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e,
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si

ng
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 in
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9 
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e 
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 I. 
 課
題
の
文
章
が
完
成
す
る
よ
う
に

  
21

  
 ～

  
 2

5 
  
に
入
る
最
も
適
切
な
も
の
を
①
～
④
の
中
か
ら
選
び
、
解
答
欄
の
数

字
を
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解解
答答
欄欄
にに
はは
①①
～～
⑨⑨
まま
でで
のの
数数
字字
、、
及及
びび
記記
号号
がが
ああ
りり
まま
すす
。。
間間
違違
っっ
たた
箇箇
所所
をを
ママ
ーー
クク
しし
なな
いい
よよ
うう

にに
注注
意意
しし
てて
くく
だだ
ささ
いい
。。

  
 21

. ①
 

pr
op

el
s t

he
 p

ilo
t o

ut
 o

f t
he

 je
t, 

②
 

ke
ep

s t
he

 p
ilo

t s
af

el
y 

w
ith

in
 th

e 
co

ck
pi

t, 
③

 
pr

ev
en

ts
 th

e 
ai

rc
ra

ft 
fr

om
 c

ra
sh

in
g,

  
④

 
m

ak
es

 la
nd

in
g 

th
e 

je
t s

af
er

, 
 

22
.  
①

 
w

er
e 

be
in

g 
ca

re
fu

l 
 

②
 

re
pe

at
ed

ly
 re

fu
se

d 
 

③
 w

er
e 

no
t a

sk
ed

 
④

 
w

er
e 

un
su

re
 w

he
th

er
  

 
23

. ①
 

th
er

e 
w

er
e 

se
ve

ra
l o

pt
io

ns
 

②
 

it 
w

ou
ld

 b
e 

ea
sy

 
③

 
he

 n
ee

de
d 

to
 a

sk
 N

ol
an

 
④

 
it 

w
ou

ld
 b

e 
im

po
ss

ib
le

 
 

24
. ①

 
H

e 
fo

un
d 

en
co

ur
ag

em
en

t i
n 

②
 

Th
er

e 
w

as
 n

o 
si

gn
 o

f 
 

③
 H

e 
w

as
 u

nd
er

 in
te

ns
e 

st
re

ss
 fr

om
 

④
 A

 d
eb

at
e 

be
ga

n 
ab

ou
t 

 
 

25
. ①

 t
he

 c
lo

ud
 m

as
s b

ec
am

e 
②

 h
is

 p
ar

ac
hu

te
 d

id
 n

ot
 b

ec
om

e 
③

 
th

e 
lig

ht
ni

ng
 w

as
n’

t 
④

 h
is

 o
xy

ge
n 

m
as

k 
w

as
 

 II
  
課
題
の
文
章
の
内
容
に
基
づ
い
て

  
 2

6 
  
～

  
 3

0 
  

 ま
で
の
英
文
が
正
し
け
れ
ば
解
答
欄
の
①
を
、
間
違
っ
て
い
れ
ば
②

を
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解解
答答
欄欄
にに
はは
①①
～～
⑨⑨
まま
でで
のの
数数
字字
、、
及及
びび
記記
号号
がが
ああ
りり
まま
すす
。。
間間
違違
っっ
たた
箇箇
所所
をを
ママ
ーー
クク
しし
なな
いい
よよ
うう
にに

注注
意意
しし
てて
くく
だだ
ささ
いい
。。

 
 26

. R
an

ki
n 

w
as

 a
 n

ew
 p

ilo
t. 

（
①
正
 
②

誤
）

 

27
. N

ol
an

 e
je

ct
ed

 fr
om

 h
is

 a
irc

ra
ft.

 （
①
正
 
②
誤

）
 

28
. R

an
ki

n 
ex

pe
rie

nc
ed

 p
ai

n 
an

d 
di

sc
om

fo
rt 

du
rin

g 
hi

s d
es

ce
nt

. 
（
①
正
 
②

誤
）

  

29
. T

he
 p

ar
ac

hu
te

 d
id

 n
ot

 o
pe

n 
w

he
n 

it 
sh

ou
ld

 h
av

e.
 （

①
正
 
②
誤
）

  

30
. T

he
 ti

m
e 

pe
rio

d 
be

tw
ee

n 
ej

ec
tio

n 
an

d 
la

nd
in

g 
w

as
 w

ha
t w

ou
ld

 n
or

m
al

ly
 b

e 
ex

pe
ct

ed
. 
（
①

正
 
②
誤
）

  

  第
４
問

 下
の
ト
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て
解
答
用
紙
の
裏
面
枠
内
に
英
語
で

15
0
語
以
上
の
文
章
を
書
き
な
さ
い
。
な
お
、
解
答
番
号
は
、

記
す
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 
 

W
ha

t a
re

 th
e 

ad
va

nt
ag

es
 a

nd
 d

is
ad

va
nt

ag
es

 o
f t

ra
ve

lin
g 

lo
ng

 d
is

ta
nc

es
 b

y 
tra

in
? 
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